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ごあいさつ 
 

この度は WebSAM WinShare Ver7.8(以降、WinShare V7.8 表記)をお買い上げいただき、誠にありがとうございま

す。本書には WinShare V7.8 のセットアップ手順や注意・制限事項などを記載しております。WinShare V7.8 をお使

いになる前に必ずお読みください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Microsoft、Windows、Windows Server、および Windows Vista は、米国 Microsoft Corporation の米国

およびその他の国における商標または登録商標です。 

Windows の正式名称は、Microsoft Windows Operating System です。 

インテル、Intel、vPro はアメリカ合衆国およびその他の国におけるインテルコーポレーションまたはその子会社の商標または

登録商標です。 

WebSAM、WinShare は日本電気株式会社の日本における商標または登録商標です。 

Linux は、Linus Torvalds の米国およびその他の国における登録商標あるいは商標です。  

Wake on LAN は、IBM Corp.の登録商標です。  

Windows PowerShell、.NET Framework は、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における

商標または登録商標です。  

その他、記載の会社名および商品名は各社の商標または登録商標です。 
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1. パッケージ内容の確認 
 

構成品表に記載されている添付品が全て揃っているか確認してください。 
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2. 動作環境 
 

WinShare V7.8 が動作するために必要なハードウェアおよびソフトウェアの要件は以下の通りです。 

 

 

対応 OS などの最新情報につきましては弊社製品ページをご参照ください。 

https://jpn.nec.com/websam/winshare/dousa.html 

 

 

 WinShare オペレーション 
 

対応機種 

Mate シリーズ 

VersaPro シリーズ 

Express5800 シリーズ(MIPS 機種は除く) 

PC/AT 互換機 

対応 OS 

・Windows Server 

Windows Server 2025 Standard / Datacenter ※1 

Windows Server 2022 Standard / Datacenter ※1 

Windows Server 2019 Standard / Datacenter ※1 

Windows Server 2016 Standard / Datacenter ※1 

Windows Server 2012 R2 Standard / Datacenter ※1 

Windows Server 2012 Standard / Datacenter ※1 

Windows Server 2008 R2 Standard / Enterprise ※1 ※4 
 

・Windows 

Windows 11 Pro ※2 

Windows 10 Pro(x86, x64) ※3 

Windows 8.1 Pro(x86, x64) 

Windows 7 Professional(x86, x64) ※4 

メモリ 256MB 以上 

ディスク 100MB 以上の空き容量 

ディスプレイ解像度 VGA(640×480) ～ 4K(3840×2160) 

ディスプレイ色数 256 色、High Color(65,536 色)、True Color(約 1,67.8 万色) 

コンソール接続 

(Windows) 

Windows PowerShell 2.0 以降 

Windows リモート管理(WinRM) 2.0 以降 

コンソール接続 

(Linux) 
Tera Term 4.92 以降 

リモート操作録画 .NET Framework 4.6.1 以降 

WindowsHello に

よる認証(多要素認

証) 

Windows 10 バージョン 1709 以降 

指紋認証、顔認証を利用する場合は、Windows Hello に対応した認証デバイス 
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HTTPS 通信 
Windows 10 バージョン 1709 以降 

Windows Server 2019 以降 

※1 Server Core インストール環境はサポート対象外です。 

※2 Windows 11 バージョン 25H2 までがサポート対象です。 

※3 Windows 10 バージョン 22H2 までがサポート対象です。 

※4 Windows 7 SP1 以降、Windows Server2008R2 SP1 以降がサポート対象です。 

 

 WinShare リモート 
 

対応機種 

Mate シリーズ 

VersaPro シリーズ 

Express5800 シリーズ(MIPS 機種は除く) 

PC/AT 互換機 

対応 OS 

・Windows Server 

Windows Server 2025 Standard / Datacenter ※1 

Windows Server 2022 Standard / Datacenter ※1 

Windows Server 2019 Standard / Datacenter ※1 

Windows Server 2016 Standard / Datacenter ※1 

Windows Server 2012 R2 Standard / Datacenter ※1 

Windows Server 2012 Standard / Datacenter ※1 

Windows Server 2008 R2 Standard / Enterprise ※1※4 
 

・Windows 

Windows 11 Pro ※2 

Windows 10 Pro(x86, x64) ※3 

Windows 8.1 Pro(x86, x64) 

Windows 7 Professional(x86, x64) ※4 
 

・Windows Embedded Server 

Windows Server IoT 2022 Standard / Datacenter ※1 

Windows Server IoT 2019 Standard / Datacenter ※1 

Windows Server 2016 for Embedded Systems Standard / Datacenter ※1 

Windows Server 2012 R2 for Embedded Systems Standard / Datacenter ※1 

Windows Server 2012 for Embedded Systems Standard / Datacenter ※1 

Windows Server 2008 R2 for Embedded Systems Standard / Enterprise ※1※4 
 

・Windows Embedded Enterprise 

Windows 11 IoT Enterprise ※2 

Windows 10 IoT Enterprise(x86, x64) ※3 

Windows Embedded 8.1 Pro(x86,x64) 

Windows 7 Professional for Embedded Systems(x86, x64) ※4 
 

・Windows Embedded Industry / Windows Embedded POSReady(WEPOS) 

Windows Embedded 8.1 Industry Pro(x86) 
 

メモリ 256MB 以上 

ディスク 100MB 以上の空き容量 
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ディスプレイ解像度 VGA(1024×768) ～ 4K(3840×2160) 

ディスプレイ色数 256 色、High Color(65,536 色)、True Color(約 1,67.8 万色) 

ディスプレイ枚数 1～8 枚 

電源制御 
Wake on LAN 

Intel AMT 6.0 以降 

HTTPS 通信 
Windows 10 バージョン 1709 以降 

Windows Server 2019 以降 

Desktop 

Duplication API 

Windows 8 以降 

Windows Server 20012 以降 

DirectX 11 以上 

WDDM 1.2 以降のドライバ 

※マルチ GPU 環境では正常に動作しないことがあります。 

※1 Server Core インストール環境はサポート対象外です。 

※2 Windows 11 バージョン 25H2 までがサポート対象です。 

※3 Windows 10 バージョン 22H2 までがサポート対象です。 

※4 Windows 7 SP1 以降、Windows Server2008R2 SP1 以降がサポート対象です。 

 

 WinShare 中継サーバ 
 

対応機種 
Express5800 シリーズ(MIPS 機種は除く) 

PC/AT 互換機 

対応 OS 

・Windows Server 

Windows Server 2025 Standard / Datacenter ※1 

Windows Server 2022 Standard / Datacenter ※1 

Windows Server 2019 Standard / Datacenter ※1 

Windows Server 2016 Standard / Datacenter ※1 

Windows Server 2012 R2 Standard / Datacenter ※1 

Windows Server 2012 Standard / Datacenter ※1 

メモリ 256MB 以上 

ディスク 100MB 以上の空き容量 

HTTPS 通信 
Windows 10 バージョン 1709 以降 

Windows Server 2019 以降 

※1 Server Core インストール環境はサポート対象外です。 

 

1 台の中継サーバにつき、同時に WinShare による操作が行えるリモート PC の台数は、接続形式に依

らず最大で合計 100 台となります。また、1 台の中継サーバが管理できる台数は、最大で 20000 台と

なります。 (管理台数には中継接続への待機、ヘルプデスク接続の待機の両方が含まれます。） 
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3. セットアップ手順 
 

WinShare V7.8 のインストールおよびアンインストール手順について説明します。 

 

 インストール 
 

3.1.1. WinShare オペレーション 
 

WinShare オペレーションは、操作する側のマシン(以降、オペレーション PC)にインストールします。 

 

インストール作業は、必ず Administrators グループに所属している(管理者権限を持っている)ユーザ

で行ってください。 

また、リモートデスクトップサービスが有効になっている Windows サーバに WinShare のインストール/ア

ンインストールを実施される場合は、一時的にリモートデスクトップサービスのモード変更が必要です。詳

細は、本書「4.1 注意事項」 →34) を参照ください。 

 

① WinShare のセットアップを起動します。 
 

1) WinShare のインストール媒体を CD ドライブに挿入してください。 
 

2) インストール媒体のルートフォルダにある“SETUP32I.EXE”を起動してください。 
 

3) 『WinShare Setup メインメニュー』ダイアログが表示されますので、「インストール」ボタンをクリックしてください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4) 『インストール』ダイアログが表示されます。 

「ライセンスコード」に購入した製品の型番を入力し、「OK」ボタンをクリックしてください。 
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5) 「製品名」に購入した製品名が表示されますので、インストールする製品名をダブルクリックしてください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6) 「バージョン／ライセンス数」に本セットアップでインストール可能なバージョンとライセンス数が表示されます。 

内容が正しいことを確認し、表示されたバージョン／ライセンス数をダブルクリックしてください。 
 

7) 「インストールするソフトウェア」にインストールされるソフトウェアが表示されます。 

“WebSAM WinShare オペレーション バージョン 7.8” と表示されていることを確認し、「OK」ボタンをクリックし

てください。 

 

「WinShare 基本ライセンス」を購入された場合、WinShare オペレーションと WinShare リモートを

一台のマシンに同時にインストールすることも可能です。その場合は、手順 0～6) を繰り返し、「インスト

ールするソフトウェア」に“WebSAM WinShare オペレーション バージョン 7.8” と、“ WebSAM 

WinShare リモート バージョン 7.8” の両方を表示させた上で、「OK」ボタンをクリックしてください。 
 

なお、WinShare リモートのインストール手順については、「3.1.2 WinShare リモート」を合わせてご

参照ください。 

 

8) 「氏名」と「会社名」を入力し、「OK」ボタンをクリックしてください。 
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② Visual Studio 2015 以降の Microsoft Visual C++ ランタイムライブラリ 32bit 版がインストールされていない

場合、Microsoft Visual C++ ランタイムライブラリのセットアップが起動します。すでにインストールされている場合

は、③の手順に進みます。 

 
1) インストールを継続する場合、「インストール」ボタンをクリックして下さい。(→2)へ) インストールしない場合は、「キャ

ンセル」ボタンをクリックして、インストールを中止します。（→3)へ） 

 

2) インストールが実行されます。 

 
 

成功すると手順③の WinShare のセットアップが開始します。 
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3) 「キャンセル」ボタンをクリックして、インストールを中止した場合、エラーメッセージが表示されますので、 

「OK」ボタンを押して、終了して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

③ 『WinShare Setup』ダイアログが表示されますので、「次へ」ボタンをクリックしてください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 『インストール状況の確認』画面が表示されます。 

WinShare のインストール状況に応じて、今回のセットアップで行うことができるインストールの種別が表示されます。 

内容を確認し、「次へ」ボタンをクリックしてください。 
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なお、インストール種別の説明は以下の通りです。 
 

 新規インストール 

このマシンには WinShare オペレーション、WinShare リモートの両方がインストールされていないため、新規にイン

ストールを行います。 

⇒ 次は手順 ⑤ にお進みください。 
 

 追加インストール 

このマシンには、インストールしようとしているバージョンと同じ WinShare リモートがインストールされているため、

WinShare のインストールフォルダに追加でインストールを行います。 

⇒ 次は手順 ⑥ にお進みください。 
 

 バージョンアップインストール 

このマシンには、インストールしようとしているバージョンよりも古い、もしくは同バージョンの WinShare オペレーション

がインストールされているため、設定を引き継いだバージョンアップインストールを行います。 

⇒ 次は手順 ⑥ にお進みください。 
 

 新バージョンがインストール済み 

このマシンには、インストールしようとしているバージョンよりも新しい WinShare オペレーションがインストールされてい

るため、インストールを継続できません。 
 

 別コンポーネントの旧バージョンがインストール済み 

このマシンには、インストールしようとしているバージョンよりも古い WinShare リモートがインストールされているため、

インストールを継続できません。 
 

 別コンポーネントの新バージョンがインストール済み 

このマシンには、インストールしようとしているバージョンよりも新しい WinShare リモートがインストールされているため、

インストールを継続できません。 

 

 

WinShare オペレーションと WinShare リモート、および WinShare 中継サーバを同一マシンにイン

ストールする場合は、バージョンを揃える必要があります。 

 

 

⑤ 『インストール先フォルダの選択』画面が表示されます。 

WinShare のインストール先フォルダを変更する場合は、「変更」ボタンをクリックしてパスを指定してください。 

インストール先フォルダの選択が完了したら、「次へ」ボタンをクリックしてください。 
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WinShare のデフォルトのインストールフォルダは以下の通りです。 

32bit システム: C:\Program Files\WinShare 

64bit システム: C:\Program Files (x86)\WinShare 

 

⑥ 『システム設定の変更』画面が表示されます。 

WinShare をご利用になる際、オペレーション PC 側でシステム設定の変更が必要な場合があります。 

セットアップ時にシステム設定の変更を行う場合は、設定項目にチェックを付けて「次へ」ボタンをクリックしてください。 
 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定項目の説明は以下の通りです。 
 

 Windows ファイアウォール経由の通信を許可するアプリに WinShare を追加する 

オペレーション PC にて Windows ファイアウォールを有効にしており、かつ V6.00 以前のリモート PC に接続する場

合、WinShare の通信が遮断され、クリップボードテキスト受信を行うことができません。本設定項目にチェックを付

けると、Windows ファイアウォールに通信を許可するアプリとして WinShare が追加されます。 

 セーフモード時に WinShare サービスを起動する 

インストールする端末をセーフモードで起動した際にも WinShare サービスが起動されます。 
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Windows ファイアウォールに「WinShare」という名前のアプリや機能が既に登録されている場合、

「Windows ファイアウォール経由の通信を許可するアプリに WinShare を追加する」にチェックを付け

ても、Windows ファイアウォールに WinShare の情報は追加されません。 
 

その際は、「6.2 Windows ファイアウォール利用時に必要な設定」を参照いただき、手動で Windows 

ファイアウォールに WinShare の情報を追加してください。 

 
 

⑦ 『インストール内容の確認』画面が表示されます。 

インストールの内容を確認し、表示された設定で問題ない場合は「インストール」ボタンをクリックしてください。 

設定を変更する場合は「戻る」ボタンをクリックし、設定を変更する画面まで戻ってください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ 『質問』ダイアログが表示されます。 

WinShare の README を読む場合は、「はい」ボタンをクリックしてください。 

「はい」を選択した場合、表示された README を閉じるまでセットアップは処理を停止します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨ インストールが完了すると、以下のメッセージが表示されます。 

「OK」ボタンをクリックしてください。 
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⑩ 『インストール』ダイアログの「正常終了したソフトウェア一覧」に、“WebSAM WinShare オペレーション バージョン

7.8” が表示されていることを確認して、「OK」ボタンをクリックしてください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑪ 『WinShare Setup メインメニュー』ダイアログの「終了」ボタンをクリックし、セットアップを終了してください。 

その後、システムの再起動を行ってください。 

 

 

オペレーション PC とリモート PC の間の通信経路上にファイアウォールが設置されている環境でご利用いた

だく場合は WinShare で利用するポートの透過設定を行う必要があります。 

「6.1 通信経路上にファイアウォールが存在する場合に必要な設定」をご参照いただき、適切な設定を

行ってください。 
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3.1.2. WinShare リモート 
 

WinShare リモートは、操作される側のマシン(以降、リモート PC)にインストールします。 

 

インストール作業は、必ず Administrators グループに所属している(管理者権限を持っている)ユーザ

で行ってください。 

また、リモートデスクトップサービスが有効になっている Windows サーバに WinShare のインストール/ア

ンインストールを実施される場合は、一時的にリモートデスクトップサービスのモード変更が必要です。詳

細は、本書「4.1 注意事項」 →34) を参照ください。 

 

① WinShare のセットアップを起動します。 
 

1) WinShare のインストール媒体を CD ドライブに挿入してください。 
 

2) インストール媒体のルートフォルダにある “SETUP32I.EXE” を起動してください。 
 

3) 『WinShare Setup メインメニュー』ダイアログが表示されますので、「インストール」ボタンをクリックしてください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4) 『インストール』ダイアログが表示されます。 

「ライセンスコード」に購入した製品の型番を入力し、「OK」ボタンをクリックしてください。 
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5) 「製品名」に購入した製品名が表示されますので、インストールする製品名をダブルクリックしてください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6) 「バージョン／ライセンス数」に本セットアップでインストール可能なバージョンとライセンス数が表示されます。 

内容が正しいことを確認し、表示されたバージョン／ライセンス数をダブルクリックしてください。 
 

7) 「インストールするソフトウェア」にインストールするソフトウェアが表示されます。 

“WebSAM WinShare リモート バージョン 7.8” と表示されていることを確認し、「OK」ボタンをクリックしてくだ

さい。 

 

「WinShare 基本ライセンス」を購入された場合、WinShare オペレーションと WinShare リモートを

一台のマシンに同時にインストールすることも可能です。その場合は、手順 5)～6) を繰り返し、「インス

トールするソフトウェア」に “WebSAM WinShare オペレーション バージョン 7.8” と、

“WebSAM WinShare リモート バージョン 7.8” の両方を表示させた上で、「OK」ボタンをクリック

してください。 
 

なお、WinShare オペレーションのインストール手順については、「3.1.1 WinShare オペレーション」を

合わせてご参照ください。 

 

8) 「氏名」と「会社名」を入力し、「OK」ボタンをクリックしてください。 
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② Visual Studio 2015 以降の Microsoft Visual C++ ランタイムライブラリ 32bit 版がインストールされていない

場合、Microsoft Visual C++ ランタイムライブラリのセットアップが起動します。すでにインストールされている場合

は、③の手順に進みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1) インストールを継続する場合、「インストール」ボタンをクリックして下さい。(→2)へ) インストールしない場合は、「キャ

ンセル」ボタンをクリックして、インストールを中止します。（→3)へ） 

 

2) インストールが実行されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成功すると手順③の WinShare のセットアップが開始します。 
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3) 「キャンセル」ボタンをクリックして、インストールを中止した場合、エラーメッセージが表示されますので、 

「OK」ボタンを押して、終了して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 
 

③ 『WinShare Setup』ダイアログが表示されますので、「次へ」ボタンをクリックしてください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 『インストール状況の確認』画面が表示されます。 

WinShare のインストール状況に応じて、今回のセットアップで行うことができるインストールの種別が表示されます。 

内容を確認し、「次へ」ボタンをクリックしてください。 
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なお、インストール種別の説明は以下の通りです。 
 

 新規インストール 

このマシンには WinShare オペレーション、WinShare リモートの両方がインストールされていないため、新規にイン

ストールを行います。 

⇒ 次は手順 ⑤ にお進みください。 
 

 追加インストール 

このマシンには、インストールしようとしているバージョンと同じ WinShare オペレーションがインストールされているため、

WinShare のインストールフォルダに追加でインストールを行います。 

⇒ 次は手順 ⑥ にお進みください。 
 

 バージョンアップインストール 

このマシンには、インストールしようとしているバージョンよりも古い、もしくは同バージョンの WinShare リモートがイン

ストールされているため、設定を引き継いだバージョンアップインストールを行います。 

⇒ 次は手順 ⑥ にお進みください。 
 

 新バージョンがインストール済み 

このマシンには、インストールしようとしているバージョンよりも新しい WinShare リモートがインストールされているため、

インストールを継続できません。 
 

 別コンポーネントの旧バージョンがインストール済み 

このマシンには、インストールしようとしているバージョンよりも古い WinShare オペレーションがインストールされている

ため、インストールを継続できません。 
 

 別コンポーネントの新バージョンがインストール済み 

このマシンには、インストールしようとしているバージョンよりも新しい WinShare オペレーションがインストールされてい

るため、インストールを継続できません。 

 

 

WinShare オペレーションと WinShare リモート、および WinShare 中継サーバを同一マシンにイン

ストールする場合は、バージョンを揃える必要があります。 

 

 

⑤ 『インストール先フォルダの選択』画面が表示されます。 

WinShare のインストール先フォルダを変更する場合は、「変更」ボタンをクリックしてパスを指定してください。 

インストール先フォルダの選択が完了したら、「次へ」ボタンをクリックしてください。 
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WinShare のデフォルトのインストールフォルダは以下の通りです。 

32bit システム: C:\Program Files\WinShare 

64bit システム: C:\Program Files (x86)\WinShare 
 

 

 

⑥ 『システム設定の変更』画面が表示されます。 

WinShare をご利用になる際、リモート PC 側でシステム設定の変更が必要な場合があります。 

セットアップ時に自動でシステム設定の変更を行う場合は、各設定項目にチェックを付けて「次へ」ボタンをクリックしてく

ださい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

設定項目の説明は以下の通りです。 
 

 Windows ファイアウォール経由の通信を許可するアプリに WinShare を追加する 

リモート PC にて Windows ファイアウォールを有効にしている場合、WinShare の通信が遮断され、リモート操作

やファイル転送を行うことができません。本設定項目にチェックを付けると、Windows ファイアウォールに通信を許可

するアプリとして WinShare が追加されます。 
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 WinShare による Ctrl+Alt+Del の発生を許可する 

リモート PC が Windows Vista 以降の場合、システム標準のポリシー設定では、オペレーション PC から

Ctrl+Alt+Del 送信を行ってもリモート PC で Ctrl+Alt+Del が再現されません。本設定項目にチェックを付ける

と、WinShare による Ctrl+Alt+Del の発生が許可されるようになります。 

 セーフモード時に WinShare サービスを起動する 

インストールする端末をセーフモードで起動した際にも WinShare サービスが起動されます。 

 

 

Windows ファイアウォールに「WinShare」という名前のアプリや機能が既に登録されている場合、

「Windows ファイアウォール経由の通信を許可するアプリに WinShare を追加する」にチェックを付け

ても、Windows ファイアウォールに WinShare の情報は追加されません。 
 

その際は、「6.2 Windows ファイアウォール利用時に必要な設定」を参照いただき、手動で Windows 

ファイアウォールに WinShare の情報を追加してください。 

 

WinShare による Ctrl+Alt+Del の発生を許可するためのシステムのポリシー設定変更は手動でも行

うことが可能です。 
 

手動で行う場合は、「6.3 Ctrl+Alt+Del 送信を利用する際に必要な設定」を参照し、システムのポリ

シー設定を変更してください。 
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⑦ 『インストール内容の確認』画面が表示されます。 

インストールの内容を確認し、表示された設定で問題ない場合は「インストール」ボタンをクリックしてください。 

設定を変更する場合は「戻る」ボタンをクリックし、設定を変更する画面まで戻ってください。 
 

なお、“バージョンアップインストール”の場合は、手順 ⑨ にお進みください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ 『ユーザの追加』ダイアログが表示されます。 

WinShare の管理者ユーザとして使用する「ユーザ名」と「パスワード」を入力し、「登録」ボタンをクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

ここで登録する管理者ユーザは WinShare ユーティリティ(リモート PC 側の設定ツール)を利用する際に使用します。 

 

 

⑨ 『質問』ダイアログが表示されます。 

WinShare の README を読む場合は、「はい」ボタンをクリックしてください。 

「はい」を選択した場合、表示された README を閉じるまでセットアップは処理を停止します。 
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⑩ インストールが完了すると、以下のメッセージが表示されます。 

「OK」ボタンをクリックしてください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑪ 『インストール』ダイアログの「正常終了したソフトウェア一覧」に、“WebSAM WinShare リモート バージョン 7.8”

が表示されていることを確認して、「OK」ボタンをクリックしてください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑫ 『WinShare Setup メインメニュー』ダイアログの「終了」ボタンをクリックし、セットアップを終了してください。 

その後、システムの再起動を行ってください。 
 

⑬ システムの再起動後、WinShare ユーティリティ(リモート PC 側の設定ツール)を起動し、必要に応じてリモート PC

側の設定を変更してください。 

 

 

オペレーション PC とリモート PC の間の通信経路上にファイアウォールが設置されている環境でご利用いた

だく場合は WinShare で利用するポートの透過設定を行う必要があります。 

「6.1 通信経路上にファイアウォールが存在する場合に必要な設定」をご参照いただき、適切な設定を

行ってください。 

 

 

WinShare リモートはサイレントインストール/アンインストールを行うことも可能です。 

詳細は、「3.5 サイレントインストール/アンインストール」をご参照ください。 
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3.1.3. WinShare 中継サーバ 
 

WinShare 中継サーバは、オペレーション PC とリモート PC の接続を中継するマシン(以降、中継サーバ)にインストール

します。 

 

 

中継サーバは、お客様の内部業務処理目的でご利用される際は無償でお使いいただけます。 

サービス事業用途でご利用される場合は弊社まで別途お問い合わせください。 

 

 

インストール作業は、必ず Administrators グループに所属している(管理者権限を持っている)ユーザ

で行ってください。 

また、リモートデスクトップサービスが有効になっている Windows サーバに WinShare のインストール/ア

ンインストールを実施される場合は、一時的にリモートデスクトップサービスのモード変更が必要です。詳

細は、本書「4.1 注意事項」 →34) を参照ください。 

 

① WinShare のセットアップを起動します。 
 

1) WinShare のインストール媒体を CD ドライブに挿入してください。 
 

2) インストール媒体のルートフォルダにある “SETUP32I.EXE” を起動してください。 
 

3) 『WinShare Setup メインメニュー』ダイアログが表示されますので、「インストール」ボタンをクリックしてください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4) 『インストール』ダイアログが表示されます。 

「ライセンスコード」に UL1089-904 を入力し、「OK」ボタンをクリックしてください。 
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5) 「製品名」に表示される “WebSAM WinShare 中継サーバ” をダブルクリックしてください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6) 「バージョン／ライセンス数」に本セットアップでインストール可能なバージョンとライセンス数が表示されます。 

内容が正しいことを確認し、表示されたバージョン／ライセンス数をダブルクリックしてください。 
 

7) 「インストールするソフトウェア」にインストールするソフトウェアが表示されます。 

“WebSAM WinShare 中継サーバ バージョン 7.8” と表示されていることを確認し、「OK」ボタンをクリックし

てください。 
 

8) 「氏名」と「会社名」を入力し、「OK」ボタンをクリックしてください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② Visual Studio 2015 以降の Microsoft Visual C++ ランタイムライブラリ 32bit 版がインストールされていない

場合、Microsoft Visual C++ ランタイムライブラリのセットアップが起動します。すでにインストールされている場合は、

③の手順に進みます。 
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4) インストールを継続する場合、「インストール」ボタンをクリックして下さい。(→2)へ) インストールしない場合は、「キャ

ンセル」ボタンをクリックして、インストールを中止します。（→3)へ） 

 

5) インストールが実行されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成功すると手順③の WinShare のセットアップが開始します。 
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6) 「キャンセル」ボタンをクリックして、インストールを中止した場合、エラーメッセージが表示されますので、 

「OK」ボタンを押して、終了して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

③ 『WinShare Setup』ダイアログが表示されます。WinShare オペレーション、もしくは WinShare リモートが既にイ

ンストールされている場合は手順 ⑤ にお進みください。 

 

 

WinShare オペレーションと WinShare リモート、および WinShare 中継サーバを同一マシンにイン

ストールする場合は、全てのバージョンを揃える必要がありますのでご注意ください。 

 

 

④ 『インストール先フォルダの選択』画面が表示されます。 

WinShare のインストール先フォルダを変更する場合は、「変更」ボタンをクリックしてパスを指定してください。 

インストール先フォルダの選択が完了したら、「次へ」ボタンをクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

WinShare のデフォルトのインストールフォルダは以下の通りです。 

32bit システム: C:\Program Files\WinShare 

64bit システム: C:\Program Files (x86)\WinShare 
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⑤ 『システム設定の変更』画面が表示されます。 

WinShare をご利用になる際、中継サーバ側でシステム設定の変更が必要な場合があります。 

セットアップ時に自動でシステム設定の変更を行う場合は、各設定項目にチェックを付けて「次へ」ボタンをクリックしてく

ださい。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定項目の説明は以下の通りです。 
 

 Windows ファイアウォール経由の通信を許可するアプリに WinShare を追加する 

中継サーバにて Windows ファイアウォールを有効にしている場合、WinShare の通信が遮断され、リモート接続

の中継を行うことができません。本設定項目にチェックを付けると、Windows ファイアウォールに通信を許可するア

プリとして WinShare が追加されます。 
 

 

Windows ファイアウォールに「WinShare」という名前のアプリや機能が既に登録されている場合、

「Windows ファイアウォール経由の通信を許可するアプリに WinShare を追加する」にチェックを付け

ても、Windows ファイアウォールに WinShare の情報は追加されません。 
 

その際は、「6.2 Windows ファイアウォール利用時に必要な設定」を参照いただき、手動で Windows 

ファイアウォールに WinShare の情報を追加してください。 

 
 

⑥ 『インストール内容の確認』画面が表示されます。 

インストールの内容を確認し、表示された設定で問題ない場合は「インストール」ボタンをクリックしてください。 

設定を変更する場合は「戻る」ボタンをクリックし、設定を変更する画面まで戻ってください。 
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⑦ インストールが完了すると、以下のメッセージが表示されます。 

「OK」ボタンをクリックしてください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ 『インストール』ダイアログの「正常終了したソフトウェア一覧」に、“WebSAM WinShare 中継サーバ バージョン

7.8” が表示されていることを確認して、「OK」ボタンをクリックしてください。 
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⑨ 『WinShare Setup メインメニュー』ダイアログの「終了」ボタンをクリックし、セットアップを終了してください。 

その後、システムの再起動を行ってください。 

 

 

オペレーション PC が中継サーバに接続する際には、中継サーバに登録されている OS ユーザでの

Windows 認証が必要になります。 

なお、該当の OS ユーザにはパスワードが設定されている必要があります。 

 

 

1 台の中継サーバにつき、同時に WinShare による操作が行えるリモート PC の台数は、接続形式に

依らず最大で合計 100 台となります。また、1 台の中継サーバが管理できる台数は、最大で 20000

台となります。 (管理台数には中継接続への待機、ヘルプデスク接続の待機の両方が含まれます。） 

 

 

1 台の中継サーバで、同じ登録名のリモート PC を複数登録して利用することはできません。 
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3.1.4. Windows Hello による認証を利用する場合(多要素認証) 
Windows Hello による認証を利用する場合、オペレーション PC に認証用アプリをインストールする必要があります。 

インストール方法は以下のとおりです。 

① サイドローディングを有効にします。 

1) 【Windows】キー＋【R】を押して、[ファイル名を指定して実行]を起動します。 

2) 「名前」に gpedit.msc と入力して、[OK]ボタンをクリックします。「ローカルグループポリシーエディター」が起

動します。 

3) [ローカル コンピューター ポリシー] → [コンピューターの構成] → [管理用テンプレート] → [Windows コ

ンポーネント] → [アプリ パッケージの展開] の順に移動します。 

4) 「信頼できるすべてのアプリのインストールを許可する」をダブルクリックします。 

 
 

5) [有効]を選択し、[OK]ボタンをクリックします。 
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② <WinShare インストールフォルダ>\wsCertify\wsCertify_1.0.0.0_x86_x64_arm_arm64.appxbund

le をダブルクリックして実行します。 

 

③ インストーラーが起動し、[wsCertify をインストールしますか?]というダイアログが出力されるため、[準備ができたら

起動]のチェックボックスのチェックを外し、[インストール]ボタンをクリックしてください。 

 
 

④ 「wsCertify の準備ができました!」と表示されたらインストール完了です。[×]ボタン（[閉じる]ボタン）をクリックして

インストーラーを終了してください。 
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Windows Hello による認証（多要素認証）を利用するには、オペレーション PC の OS が 

Windows 10 バージョン 1709 以上である必要があります。 

指紋認証、顔認証を利用する場合は、Windows Hello に対応した認証デバイスが必要です。 

 

 

依存関係の問題でインストールに失敗する場合は、<WinShare インストールフォルダ>\wsCertify

\Dependencies\<ご利用のアーキテクチャフォルダ>配下のインストーラーをダブルクリックし、パッケー

ジをインストールしてください。 

その後、認証用アプリをインストールしてください。 

 
 

 

認証用アプリは、Windows ユーザ毎にインストールが必要です。 
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 電源制御の準備 
 

オペレーション PC からリモート PC の電源制御(電源 ON、OFF、リセット)を行うためには、事前にリモート PC にて Wake 

on LAN または Intel Active Management Technology(Intel AMT)の設定が必要です。 

 

 Wake on LAN を利用する場合 

Wake on LAN を利用すると、オペレーション PC からの電源 ON が可能となります。 

オペレーション PC とリモート PC が別 LAN セグメントに存在していても可能です。 

ただし、オペレーション PC とリモート PC が別 LAN セグメントに存在している場合、リモート PC の LAN セグメント内に

動作中のリモート PC が最低 1 台、存在しなければなりません。 

Wake on LAN を利用するためには、BIOS 設定で「リモートパワーオン」機能を有効にしてください。設定方法は

BIOS によって異なりますので、各マシンのマニュアルを参照してください。 

また、Windows の設定で、高速スタートアップが有効になっている場合は Wake on LAN による電源 ON ができま

せん。有効になっている場合は無効にしてから利用してください。 

 

 Intel AMT を利用する場合 

Intel AMT を利用すると、オペレーション PC からの電源 ON、電源 OFF、リセットが可能となります。 
 

Intel AMT を利用するためには、プロビジョニングと呼ばれる事前設定が必要です。プロビジョニング方法は、各マシンや

Intel AMT のバージョンにより異なります。詳しくは、各マシンのマニュアルおよびインテル社のホームページを参照してく

ださい。 
 

また、「6.4 Intel Active Management Technology(Intel AMT)のプロビジョニング設定例」に設定例を記載し

ております。ただし、この設定例は、プロビジョニングが正しく行われることを保証するものではありません。記載している例

の通りに設定できない、または設定しても正常に動作しない場合があります。その場合は、各マシンのマニュアルやインテ

ル社から公開されている技術情報を参照し、正しく設定してください。 
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 コンソール接続の準備 
 

オペレーション PC から Windows マシンにコンソール接続する場合は、Windows リモート管理(WinRM)の事前設定

が必要です。 

なお、使用するマシンが Windows XP、Windows Vista、Windows Server 2003、Windows Server 2003 

R2、Windows Server 2008 の場合、OS をインストールしただけでは、PowerShell、および WinRM はインストール

されておりませんので、Microsoft のサイトからご使用の OS に合わせた PowerShell をダウンロードし、インストールしてく

ださい。 

 WinRM は PowerShell のインストール媒体に含まれています。 

 PowerShell のバージョンは、2.0 以降をご使用ください。 

 

 オペレーション PC(接続する側)の設定 

使用する PowerShell のバージョンにより、以下の手順を実行します。 

 

PowerShell のバージョンの確認は、「Get-Host」コマンドで確認します。 

 
 

【PowerShell のバージョンが 3.0 以降】 

(1) リモート管理を有効にします 

管理者として PowerShell を起動し、 

「Enable-PSRemoting –SkipNetworkProfileCheck –Force」を実行します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 接続先のマシンを Trustedhosts に登録します 

管理者として起動した PowerShell から、 

「Set-Item WSMan:\localhost\Client\TrustedHosts -Value * -Force」を実行します。 
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接続先 PC を個別に指定する場合は、「-Value」の後にホスト名か、IP アドレスを指定します。複数指

定する場合は、“,”(カンマ)で区切って指定します。 

 例:「－Value xxx.xxx.xxx.xxx , yyy.yyy.yyy.yyy , Host 名」 

 

(3) ps1 スクリプトの実行を許可します 

32bit システムの場合、管理者として PowerShell を起動し、 

「Set-ExecutionPolicy RemoteSigned -Force」 を実行します。 

64bit システムの場合、管理者として 32bit 版 PowerShell を起動し、 

「Set-ExecutionPolicy RemoteSigned -Force」 を実行します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【PowerShell のバージョンが 2.0】 

(1) リモート管理を有効にします 

管理者として PowerShell を起動し、「Enable-PSRemoting -Force」を実行します。 
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リモート管理有効時に、「このコンピューターのネットワーク接続の種類の 1 つが Public に設定されてい

るため、WinRM ファイアウォール例外は機能しません。ネットワーク接続の種類を Domain または 

Private に変更して、やり直してください。」が表示され、設定に失敗した場合は、ネットワーク設定にてネ

ットワーク接続の種類を変更し、再度、(1)を実行してください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 接続先のマシンを Trustedhosts に登録します 

管理者として起動した PowerShell から、 

「Set-Item WSMan:\localhost\Client\TrustedHosts -Value * -Force」を実行します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

接続先 PC を個別に指定する場合は、「-Value」の後にホスト名か、IP アドレスを指定します。複数指

定する場合は、“,”(カンマ)で区切って指定します。 

 例:「－Value xxx.xxx.xxx.xxx , yyy.yyy.yyy.yyy , Host 名」 

 

変更 
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(3) ps1 スクリプトの実行を許可します 

32bit システムの場合、管理者として PowerShell を起動し、 

「Set-ExecutionPolicy RemoteSigned -Force」 を実行します。 

64bit システムの場合、管理者として 32bit 版 PowerShell を起動し、 

「Set-ExecutionPolicy RemoteSigned -Force」 を実行します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 接続される側のマシンの設定 

接続される側のマシンが、Windows XP、Window Vista、Windows 7、Windows 8、Window 10、 

Windows Server 2003、Windows Server 2003 R2、Windows Server 2008 の場合、リモート管理を有

効にする必要があります。 

 

【PowerShell のバージョンが 3.0 以降】 

(1) リモート管理を有効にします 

管理者として PowerShell を起動し、「Enable-PSRemoting –SkipNetworkProfileCheck –Force」を実

行します。 
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【PowerShell のバージョンが 2.0】 

(1) リモート管理を有効にします 

管理者として PowerShell を起動し、「Enable-PSRemoting -Force」を実行します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上で設定は完了です。 

 

リモート管理有効時に、「このコンピューターのネットワーク接続の種類の 1 つが Public に設定されて

いるため、WinRM ファイアウォール例外は機能しません。 ネットワーク接続の種類を Domain または 

Private に変更して、やり直してください。」が表示され、設定に失敗した場合は、ネットワーク設定にて

ネットワーク接続の種類を変更し、再度、(1)を実行してください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

変更 
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 アンインストール 
 

3.4.1. WinShare オペレーション、WinShare リモート 
 

WinShare のアンインストール手順を説明します。 

WinShare オペレーション、WinShare リモートともに、アンインストールの手順は同一です。 

 

 

アンインストール作業は、必ず Administrators グループに所属している(管理者権限を持っている)ユ

ーザで行ってください。 

また、リモートデスクトップサービスが有効になっている Windows サーバに WinShare のインストール/ア

ンインストールを実施される場合は、一時的にリモートデスクトップサービスのモード変更が必要です。詳

細は、本書「4.1 注意事項」 →34) を参照ください。 

 

WinShare 中継サーバと WinShare オペレーションもしくは WinShare リモートが共存する環境で、

WinShare オペレーションもしくは WinShare リモートを先にアンインストールすると、WinShare 中継

サーバが動作できなくなります。また、WinShare 中継サーバがアンインストールできなくなります。 
 

WinShare 中継サーバの継続使用の有無に関わらず、WinShare 中継サーバと WinShare オペレ

ーションもしくは WinShare リモートが共存する環境で WinShare オペレーションもしくは WinShare 

リモートをアンインストールする場合は、WinShare 中継サーバを先にアンインストールしてください。

WinShare 中継サーバを継続使用する場合は、WinShare オペレーションもしくは WinShare リモ

ートのアンインストール後に、改めてインストールし直してください。 

 

WinShare オペレーションにて、Windows Hello による認証(多要素認証)を利用している場合、

WinShare オペレーションのアンインストール前に、WSCERTIFYDEL コマンドを実行してください。 

その後、スタートメニューから「WinShare Certify」を右クリックし、「アンインストール」を選択し、認証用

アプリをアンインストールしてください。 
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① スタートメニューやスタート画面のアプリ一覧などから「WinShare をアンインストールする」を選択してください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1) 『アンインストール』ダイアログが表示されます。「製品名」にインストールされている製品名が表示されますので、アンイ

ンストールする製品名をダブルクリックしてください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2) 「バージョン／ライセンス数」にインストールされているバージョンとライセンス数が表示されます。内容が正しいことを確

認し、表示されたバージョン／ライセンス数をダブルクリックしてください。 
 

3) 「アンインストールするソフトウェア」にアンインストールするソフトウェアが表示されます。内容が正しいことを確認し、

「OK」ボタンをクリックしてください。 

 

WinShare オペレーションと WinShare リモートがどちらもインストールされている場合は、同時にアンイ

ンストールすることも可能です。その場合は、手順 1)～2) を繰り返し、「アンインストールするソフトウェア」

に “WebSAM WinShare オペレーション バージョン 7.8” と、“WebSAM WinShare リモー

ト バージョン 7.8” の両方を表示させた上で、「OK」ボタンをクリックしてください。 
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② 『セットアップの準備』ダイアログが表示されますので、しばらくお待ちください。 

アンインストールが開始されます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ アンインストールが完了すると『InstallShield Wizard の完了』ダイアログが表示されます。 

「完了」ボタンをクリックしてください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「完了」ボタンを押すと、以下のメッセージが表示されます。 

「OK」ボタンをクリックしてください。 
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④ 『アンインストール』ダイアログの「正常終了したソフトウェア一覧」に、アンインストールしたソフトウェアが表示されているこ

とを確認して、「OK」ボタンをクリックしてください。 

その後、システムの再起動を行ってください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オペレーション PC とリモート PC の間の通信経路上のファイアウォールに WinShare で利用するポートの

透過設定を行われていた場合は、それらの設定を削除してください。 
 

詳細は、「6.1 通信経路上にファイアウォールが存在する場合に必要な設定」をご参照ください。 

 

 

リモート PC にて、Windows ファイアウォールに WinShare の情報を手動で追加された場合は、追加

した情報を削除してください。 
 

詳細は、「6.2 Windows ファイアウォール利用時に必要な設定」をご参照ください。 

 

 

WinShare リモートのインストール時に、「3.1.2 WinShare リモート」の手順 ⑥ にて、「WinShare 

による Ctrl+Alt+Del の発生を許可する」にチェックを入れた場合や、リモート PC にて WinShare で

Ctrl+Alt+Del 送信を利用するために手動でシステムのポリシー設定を変更していた場合、それらの変

更が WinShare のためだけに行っていたのであれば、設定を元に戻してください。 
 

詳細は、「6.3 Ctrl+Alt+Del 送信を利用する際に必要な設定」をご参照ください。 

 

3.4.2. WinShare 中継サーバ 
 

WinShare 中継サーバのアンインストール手順を説明します。 

 

アンインストール作業は、必ず Administrators グループに所属している(管理者権限を持っている)ユ

ーザで行ってください。 

また、リモートデスクトップサービスが有効になっている Windows サーバに WinShare のインストール/ア
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ンインストールを実施される場合は、一時的にリモートデスクトップサービスのモード変更が必要です。詳

細は、本書「4.1 注意事項」 →34) を参照ください。 

 

WinShare 中継サーバと WinShare オペレーションもしくは WinShare リモートが共存する環境で、

WinShare オペレーションもしくは WinShare リモートを先にアンインストールすると、WinShare 中継

サーバが動作できなくなります。また、WinShare 中継サーバがアンインストールできなくなります。 
 

WinShare 中継サーバの継続使用の有無に関わらず、WinShare 中継サーバと WinShare オペレ

ーションもしくは WinShare リモートが共存する環境で WinShare オペレーションもしくは WinShare 

リモートをアンインストールする場合は、WinShare 中継サーバを先にアンインストールしてください。

WinShare 中継サーバを継続使用する場合は、WinShare オペレーションもしくは WinShare リモ

ートのアンインストール後に、改めてインストールし直してください。 

 

① [コントロール パネル]の[プログラム]から[プログラムのアンインストール]を選択します。 
 

② [プログラムと機能]にて、「WebSAM WinShare 中継サーバ」を選択し、[アンインストール]を選択します。 
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 サイレントインストール/アンインストール 
 

WinShare リモートはサイレントインストール/アンインストールを行うことが可能です。 
 

サイレントインストール/アンインストールを行うには、予め WinShare のインストール媒体に格納している「WinShare イン

ストールセット作成ツール」にて「インストールセット」を作成する必要があります。 
 

「インストールセット」を作成し、インストール対象のリモート PC 上から「インストールセット」内の“WSSLINST.exe”を実行

することで、サイレントインストールが行われます。 

 

 インストールセットの作成 
 

本節では、WinShare リモートのサイレントインストール/アンインストールに利用するための「インストールセット」の作成

方法について説明します。 
 

1) WinShare インストール媒体のルートフォルダにある“WSCREATESL.exe”を起動してください。 

『WinShare インストールセット作成ツール』ダイアログが表示されます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2) 「インストールセットの作成先フォルダ」に、インストールセットを作成するフォルダを絶対パスで入力してください。 

【例】C:\WORK\WSINST 
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3) 「作成」ボタンを押すと、インストールセットの作成のために必要なファイルがインストール媒体からコピーされます。 

コピーの完了後、以下の『WinShare SG 設定ツール』が起動します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各タブにて適宜設定を行なってください。ここで行う設定が、サイレントインストール対象のリモート PC の設定値となり

ます。 

なお、以下に記載する「管理者ユーザの作成」と「インストール情報の入力」の設定については必須であり、設定を行

わなかった場合は「OK」ボタンを押した際にエラーメッセージが表示されます。 
 

「管理者ユーザの作成」 

1. 「ユーザ管理」タブを選択し、管理者とするユーザを作成してください。 

2. 「ユーザ一覧」から上記で作成したユーザを選択してください。 

3. 「プロパティ」ボタンを押すと「ユーザのプロパティ」ダイアログが表示されますので、「管理者権限を与える」のチェッ

クボックスにチェックをしてください。 

4. 「ユーザのプロパティ」ダイアログにて「OK」ボタンを押してください。 
 

※「ユーザ管理」タブの「パスワードポリシー」の設定はインストール先に反映されません。インストール後、ユーザを追

加する場合や、登録済のユーザのパスワードを変更する場合に、必要に応じ、WinShare ユーティリティで設定

してください。 
 

「インストール情報の入力」 

1. 「インストール情報」タブを選択し、「氏名」、「会社名」、「インストールフォルダ」を入力してください。 
 

※ 『WinShare SG 設定ツール」での設定項目の詳細については、以下のファイルを参照してください。 

<WinShare インストールメディアルート>\SG\help\index.html  
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中継サーバ設定の「登録名」には、リモート PC 毎に一意な名前を設定する必要があります。 

サイレントインストールでは、登録名に特殊文字列 %hostname% を使用することで、インストールの

際に自動的に特殊文字列をリモート PC のコンピュータ名に置き換えた名前を設定する仕組みをご用意

しています。 

サ イ レン トイ ン ストー ル にて 中 継サ ーバ 設定 を設定 す る場 合には、登 録名 に は特殊 文字

列 %hostname% (大文字小文字区別なし)を含む名前を設定してください。以下が設定例です。 

 

設定例: 

コンピュータ名が "ABC001" である場合、以下のように置換されます。 

例 1: %hostname% →   ABC001 

例 2: %HOSTNAME% →   ABC001 

例 3: システム部端末_[%hostname%] →   システム部端末_[ABC001] 

 

 

4) 『WinShare SG 設定ツール』で設定を完了し「OK」ボタンを押すと、以下のメッセージが表示されます。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5) 以上でインストールセットの作成は完了です。 

「終了」ボタンを押してください。 
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  サイレントインストールの実行 
 

本節では、WinShare リモートのサイレントインストール/アンインストールの実行方法について説明します。 
 

まず、「インストールセット作成ツール」で作成した「インストールセット」を、サイレントインストール/アンインストールを行うリ

モート PC から参照可能な場所に格納します。 
 

次に、リモート PC からインストールセットのルートフォルダにある“WSSLINST.exe”を起動することで、サイレントインスト

ール/アンインストールが実行されます(ソフトウェア配布ツールなどで「インストールセット」をリモート PC 自体に配付し、

“WSSLINST.exe”をローカルで実行しても構いません)。 
 

以下に、“WSSLINST.exe”コマンドの詳細を記載します。 

 
形式 

サイレントインストール/アンインストールを行うコマンドラインは以下の通りです。 

 

※ WSSLINST.exe はインストールセットのルートフォルダに存在します。 

 

引数説明 

“WSSLINST.exe”コマンドの引数説明です。 
 

引数 説明 

/I サイレントインストールを行います。大文字小文字の区別は行いません。 

/U サイレントアンインストールを行います。大文字小文字の区別は行いません。 

/R 必須の引数です。必ず指定してください。 

 

戻り値 

“WSSLINST.exe”コマンドの戻り値です。 
 

値 内容 対処方法 

     0 正常終了を示します。 － 

0x2001 第1引数、もしくは第2引数が未指定である。 第1引数に /I または /U を指定し

てください。 

第2引数に /R を指定してください。 

0x2002 第2引数が不正である。 

 

第2引数に /R を指定してください。 

0x2003 アンインストール対象の製品がインストールされ

ていない。 

アンインストール対象の製品を確認し

てください。 

0x2004 アンインストール対象の製品がインストールされ

ていない。 

 

WSSLINST.exe { /I | /U } /R 
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値 内容 対処方法 

0x2A00 ファイルのオープンに失敗した。 

%windir%\SETUP_EX.LOG 

アンインストール時、Windowsフォル

ダに対して書き込みアクセス許可があ

るかを確認してください。また、同一名

のファイル、フォルダが存在するか確認

してください。 

0x2A01 ファイルの削除に失敗した。 

%windir%\SETUP_EX.LOG 

OSを再起動してから再実行してくだ

さい。同じエラーが発生する場合は、

開発者に問い合わせてください。 

(※1) 

0x2A02 外部のセットアップ（Install Shield）を起動

できない。 

インストールセットを再作成して、実

行してください。同じエラーが発生する

場合は、開発者に問い合わせてくださ

い。(※1) 

0x2A05 起動フォルダ取得失敗。 

 

OSを再起動してから再実行してくだ

さい。同じエラーが発生する場合は、

開発者に問い合わせてください。 

(※1) 

 

0x2A06 システム関数

"WTSGetActiveConsoleSessionId()"が

見つからない。 

0x2A07 システムライブラリ"Kernell32.dll"のロードに失

敗。 

0x2A08 自プロセスのトークン取得に失敗。 

0x2A09 自プロセスのトークン複製に失敗。 

0x2A0B システム関数

"CreateEnvironmentBlock()"が見つから

ない。 

0x2A0C システムライブラリ"Userenv.dll"のロードに失

敗。 

0x2A0D WSSLT.EXEまたはsetup32.exeの実行に失

敗。 

インストールセットを再作成して、実

行してください。 

0x2A0E Vistaより古いOSにインストールしようとして、

WSSLT.EXEまたはsetup32.exeの実行に失

敗。 

0x2A0F WSSLT.EXEまたはsetup32.exeの終了待ち

合わせに失敗。 

OSを再起動してから再実行してくだ

さい。同じエラーが発生する場合は、

開発者に問い合わせてください。 

(※1) 

0x2A10 WSSLT.EXEまたはsetup32.exeの終了コー

ド取得に失敗。 



50 

値 内容 対処方法 

0x2B12 InstallShieldスクリプトの実行エラー。 インストールセットを再作成して、実

行してください。同じエラーが発生する

場合は、開発者に問い合わせてくださ

い。(※1) 

0x2C00 お試し版がインストールされているマシンに、お試

し版をインストールしようとした。 

アンインストールしてから、インストール

してください。 

0x2C01 製品版がインストールされているマシンに、お試

し版をインストールしようとした。 

製品版をアンインストールしてから、お

試し版をインストールしてください。 

0x2F00 SGファイルのコピーに失敗。 インストールセットを再作成してくださ

い。 

そのインストールセットを使って、アンイ

ンストールを実行してください。 

その後、同じインストールセットを使っ

て、インストールを実行してください。

同じエラーが発生する場合は、開発

者に問い合わせてください。(※1) 

0x2F01 起動フォルダの取得に失敗。 OSを再起動してから再実行してくだ

さい。同じエラーが発生する場合は、

開発者に問い合わせてください。 

(※1) 

0x2F02 サイレントセットアップのためのSGファイルが見つ

からない。 

インストールセットを再作成して、実

行してください。 

 

0x2F03 WinShareインストールフォルダの取得に失敗。 インストールセットを再作成して、実

行してください。同じエラーが発生する

場合は、開発者に問い合わせてくださ

い。(※1) 

0x2F04 SGファイルの分解に失敗。 インストールセットを再作成してくださ

い。 

そのインストールセットを使って、アンイ

ンストールを実行してください。 

その後、同じインストールセットを使っ

て、インストールを実行してください。

同じエラーが発生する場合は、開発

者に問い合わせてください。(※1) 
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値 内容 対処方法 

0x2F05 Windows フォルダの取得に失敗。 

 

OSを再起動してから再実行してくだ

さい。同じエラーが発生する場合は、

開発者に問い合わせてください。 

(※1) 

0x2F06 外部のセットアップ（Install Shield）の実行

結果を取得できない。 

0x2F07 外部のセットアップ（Install Shield）が失

敗。 

インストールセットを再作成して、実

行してください。同じエラーが発生する

場合は、開発者に問い合わせてくださ

い。(※1) 

0x2F08 コンピュータ名の取得に失敗。 OSを再起動してから再実行してくだ

さい。同じエラーが発生する場合は、

開発者に問い合わせてください。 

(※1) 

0x2F09 中継登録名の⾧さが不正。 特殊文字列置換後の登録名の⾧さ

が半角256文字(全角128文字)に

なるように設定してください。 

0x2F0A 中継登録名の保存に失敗。 インストールセットを再作成して、実

行してください。同じエラーが発生する

場合は、開発者に問い合わせてくださ

い。(※1) 

 ※1: 以下のログを採取し、開発者に問い合わせてください。 

 Windowsフォルダ\WSSetup.log 

 Windowsフォルダ\ESMWSS.log 

 Windowsフォルダ\WSSLINST.log 
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注意事項 

本コマンドの実行に伴い、標準出力、標準エラー出力へのメッセージ出力は行いません。 

コマンドを実行するユーザは、インストール対象のリモート PC の管理者権限あるいはシステム権限を持ったユーザで

ある必要があります。 

 

 SG(設定情報)の変更 
 

作成済みの「インストールセット」の設定を変更するには以下の手順に従ってください。 
 

1) 「インストールセット作成ツール」を使用して作成した「インストールセット」内の以下を起動してください。 

<インストールセット格納フォルダ>\WinShare\WSSTENV4.exe 
 

2) 『WinShare SG 設定ツール』が起動し、以前の設定内容が各タブに表示されます。 

設定内容の変更が必要な場合には設定の変更を行い、最後に「OK」ボタンを押してください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 「インストール情報」タブの各設定項目は変更することができません。  

※ 「WinShare SG 設定ツール」での設定項目の詳細については、以下のファイルを参照してください。 

    <WinShare インストール媒体ルート>\SG\help\index.html  
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 WinShare セットアップ エラーコード表 
 

値 内容 対処方法 

2A00 
ファイルのオープンに失敗した。 

%windir%\SETUP_EX.LOG 

Windows フォルダのアクセス権をご確認ください。ま

た、同一名のファイル、フォルダが存在するか確認し

てください。 

2A01 
ファイルの削除に失敗した。 

%windir%\SETUP_EX.LOG 

OS を再起動してから再実行してください。同じエラ

ーが発生する場合は、開発者に問い合わせてくださ

い。(※1) 

2A02 
外部のセットアップ（Install Shield）を起動

できない。 

OS を再起動してから再実行してください。同じエラ

ーが発生する場合は、開発者に問い合わせてくださ

い。(※1) 

2B06 インストールの権限がない。 
管理者権限を持ったユーザでログインし再度セットア

ップを実行してください。 

2B12 
WinShare のインストール、アンインストールに

失敗した。 

%windir%\SETUP_EX.LOG の内容をご確認く

ださい。 

2C00 
お試し版がインストールされているマシンに、お

試し版をインストールしようとした。 
アンインストールしてから、インストールしてください。 

2C01 
製品版がインストールされているマシンに、お試

し版をインストールしようとした。 

製品版をアンインストールしてから、お試し版をインス

トールしてください。 

2F01 起動フォルダの取得に失敗した。 
OS を再起動してから再実行してください。同じエラ

ーが発生する場合は、開発者に問い合わせてくださ

い。(※1) 

2F05 Windows フォルダの取得に失敗した。 

2F06 
外部のセットアップ（Install Shield）の実行

結果を取得できない。 

2F07 
外部のセットアップ（Install Shield）が失

敗。 
開発者に問い合わせてください。(※1) 

※1: 以下のログを採取し、開発者に問い合わせてください。 

 Windowsフォルダ\WSSetup.log 

 Windowsフォルダ\ESMWSS.log 

 Windowsフォルダ\WSSLINST.log 
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4. 注意・制限事項 
 

 注意事項 
 

WinShare V7.8 において以下の注意事項があります。 
 

1) WebSAM ClientManager クライアントには、WinShare リモートがバンドルされています。WebSAM 

ClientManager クライアントがインストールされているマシンに、WinShare リモートを上書きインストールした場合

は、WinShare リモートのサービス「WinShare Delivery Service」の起動属性(スタートアップの種類)を「自動」

に変更した上でご利用ください。 
 

2) オペレーション PC とリモート PC がともに V6.1 以降の場合、全ての通信内容が AES256 で暗号化されます。リモー

ト PC 側の設定により V6.0 以前のオペレーション PC からの接続を許可することもできますが、その場合は V6.0 以

前のオペレーション PC との通信内容は AES256 で暗号化されませんのでご注意ください。接続を許可する場合は、

WinShare ユーティリティの「接続設定」タブにおいて、「Ver6.0 以前のオペレーション PC からの接続を拒否する」の

チェックを外してください。なお、本設定項目は、新規インストール時はデフォルトではチェックが付いていません(接続を

許可する設定になっています)。 

  

3) WinShare ユーティリティの「接続設定」タブにおいて、「アクセスホストに登録されていないオペレーション PC からの接

続を拒否する」にチェックする場合は、「アクセスホスト管理」ボタンを押下して接続を許可するオペレーション PC を必

ず一つ以上登録してください。登録されていない場合、全てのオペレーション PC から接続できない状態になります。 
 

4) WinShare ユーティリティの「ユーザ設定の詳細」ダイアログにて、「リモート PC のユーザへの確認」が「確認してから接

続する」に設定されているユーザが WSFT(ファイル転送機能)でリモート PC に接続した場合、「接続確認」ダイアログ

はいかなる場合でもリモート PC のコンソールセッションに表示されます。 
 

5) リモート PC のリモートセッションに接続する場合、リモートセッションのディスプレイ解像度と色数は、WinShare の動

作要件を満たす必要があります。 
 

6) WinShare V6.2 において、リモート PC が出力するログの種類、および形式が変更になりました。そのため、リモート

PC を旧バージョンから V6.2 以降にバージョンアップした場合、旧バージョンで設定していたログの設定情報は引き継

がれませんのでご注意ください。リモート PC にて各種ログを出力する場合は、WinShare ユーティリティの「ログ設定」

タブで改めて設定を行ってください。 
 

7) リモート PC がマルチディスプレイ環境の場合、リモート PC 側のコントロール パネルなどで表示されるディスプレイの識

別番号と、リモート操作中に WinShare クライアントの「ステータスバー」に表示されるディスプレイ番号が一致しない

ことがあります。 
 

8) WinShare でリモート PC のコンソールセッションに接続し、OS へのログオン操作を実行した際などに WinShare の

再接続が発生する場合があります。この時、再接続の直前に録画していたファイルが正しく作成されない場合がありま

す。 
 

9) リモート PC が Windows 10、Windows Server 2016 の場合、以下の注意事項があります。 

 Windows 10 が Windows 10 バージョン 1607(Anniversary Update)以前の場合、NAVIPAD の文字

入力で日本語を入力することができない場合があります。NAVIPAD の文字入力で日本語を入力するには、
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Anniversary Update(バージョン 1607)を適用後、「2017-05 Windows 10 Version 1607 の累積更新

プログラム (KB4019472)」を適用してください。 

 Windows Server 2016 では、NAVIPAD の文字入力で日本語を入力することができない場合があります。

NAVIPAD の文字入力で日本語を入力するには、「2017-05 Windows Server 2016 の累積更新プログラ

ム (KB4019472)」を適用してください。 
 

10) 中継サーバを経由したリモート操作は、オペレーション PC、リモート PC がともに V7.0 以降の場合にのみご利用い

ただけます。 
 

11) Windows マシンへのコンソール接続を終了させる場合には、Windows PowerShell の画面に EXIT を入力し

て終了させてください。ウィンドウの×ボタンで終了させると、不要な cmd.exe プロセスが残ります(不要なプロセスは

残りますが、コンソール接続は続けて使用できます。また、不要なプロセスは、サインアウト、もしくはマシンを停止する

ことで削除されます)。 
 

12) WinShare 中継サーバと WinShare オペレーションもしくは WinShare リモートが共存する環境で、

WinShare オペレーションもしくは WinShare リモートを先にアンインストールすると、WinShare 中継サーバが動

作できなくなります。また、WinShare 中継サーバがアンインストールできなくなります。WinShare 中継サーバの継

続使用の有無に関わらず、WinShare 中継サーバと WinShare オペレーションもしくは WinShare リモートが共

存する環境で WinShare オペレーションもしくは WinShare リモートをアンインストールする場合は、WinShare 

中継サーバを先にアンインストールしてください。WinShare 中継サーバを継続使用する場合は、WinShare オ

ペレーションもしくは WinShare リモートのアンインストール後に、改めてインストールし直してください。 
 

13) WinShare オペレーションがインストールされているマシンに WebSAM ClientManager V4.33 の CM マネージ

ャを後からインストールすると、WinShare オペレーションが正しく動作できなくなります。WinShare オペレーション

と WebSAM ClientManager V4.33 の CM マネージャを共存させる場合は、CM マネージャをインストールした

後にWinShare オペレーションをインストールしてください。WinShare オペレーションを既にインストールしている場

合は、CM マネージャをインストールした後、WinShare オペレーションを上書きインストールしてください。 

14) WinShare オペレーションと WinShare リモートを 1 台のマシンに共存させることは可能ですが、共存させる場合

は同じバージョンをインストールする必要があります。 
 

15) ログオン画面、セキュリティ画面およびようこそ画面では、操作モードを「抑止モード」に変更することはできません。 
 

16) Windows のログオン画面に接続して WinShare のリモート操作によりログオンし、ログオンユーザのデスクトップ画

面に切り替わった際にリモート操作ができなくなる場合があります。この場合、接続し直すことでリモート操作が可能

になります。 
 

17) オートズーム中、あるいは画像の大きさのユーザ指定値により、オペレーション PC 側の操作画面に白い線が表示さ

れる場合があります。この白い線はリモート操作自体には支障ありませんが、気になる場合は WinShare クライア

ントの「動作設定」にて、画像の大きさを固定倍率(100%、75%、50%)にしてご利用ください。 
 

18) ログオン/ロック解除のリモート PC に接続して実際にパスワード入力するまでに、リモート PC の CAPS/かな状態が

変更された場合、パスワード入力に失敗する場合があります。このような場合は、接続し直してください。 
 

 

19) リモート PC が高 DPI 設定の場合、リモート PC 側のウィンドウをドラッグした際に表示される枠(ラバーバンド)がオペ
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レーション PC 側の操作画面に正しく描画されないことがあります。 
 

20) リモート PC がタッチパネル環境の場合、操作モードを「抑止モード」にしてもタップやスワイプなどのタッチ操作は抑止

されません。 
 

21) リモート PC が Windows 10、Windows Server 2016 以降の場合、以下の制限事項があります。 

 リモート操作中に「スタートメニュー」や「Microsoft Edge」、その他「Windows ストアアプリ(UWP アプリ)」を操

作すると、オペレーション PC 側での画面更新が遅延する場合があります。この場合、WinShare クライアントの

「動作設定」にて、画面更新間隔を 0.5 秒以下に設定することで遅延が低減されます。尚、画面更新間隔を短

くすると CPU 使用率が高くなる場合がありますので、環境に応じて調整をお願いします。 

 オペレーション PC からのタッチパネルによるリモート操作は行えません。 

22) リモート PC が Windows 11 では、以下の制限事項があります。 

 リモート操作中に WinShare のメニューの「Ctrl+Alt+Del 送信」を使用し、Windows のセキュリティオプション

画面（ロック、ユーザの切り替え、サインアウト等を選択する画面）に切り替わったときに、WinShare の画面の

一部が正しく更新されず、切り替え前の画面情報が残る場合があります。その場合、WinShare の「操作」メニュ

ー→「最新画面表示」を選択することで正しく表示されます。 
 

23) 1 台の中継サーバにつき、同時に WinShare による操作が行えるリモート PC の台数は、接続形式に依らず最大

で合計 100 台となります。また、1 台の中継サーバが管理できる台数は、最大で 20000 台となります。 (管理台

数には中継接続への待機、ヘルプデスク接続の待機の両方が含まれます。） 
 

24) Linux マ シ ン へ の コ ン ソ ー ル 接 続 を 行 う 場 合 、 Tera Term を デ フ ォ ル ト の イ ン ス ト ー ル フ ォ ル ダ

(「%PROGRAMFILES%\teraterm」、もしくは「%PROGRAMFILES(x86)%\teraterm」)以外にインスト

ールする場合、以下のレジストリにインストールフォルダを指定する必要があります。 

32bit システム:HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\NEC\WinShareVer2\Client 

64bitシステム:HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Wow6432Node\NEC\WinShareVer2\C

lient 

キー名:tt_home 

種類:REG_SZ 

データ:Tera Term のインストールフォルダ 

25) WSFT でファイル転送の操作中に、接続時間の終了時刻通知がオペレーション PC 側で表示された場合、終了通

知ダイアログを閉じるまで、ファイル転送処理が中断します。再開するには、終了通知ダイアログを閉じて下さい。 

26) 自動ログオンするには、OS に登録されているユーザが 1 つのみであるか、ログオン画面に表示されるユーザ一覧に、

自動ログオンするユーザ名が含まれていなければなりません。 

27) リモート PC が Windows Server OS のように、ログオン前に Ctrl+Alt+Del を必要とする OS の場合は自動ロ

グオンが利用できません。自動ログオンするためには、OS の設定変更で「Ctrl+Alt+Del を必要としない」設定に

変更する必要があります。設定手順は WinShare クライアントのヘルプ「テンプレートの作成」を参照してください。 

28) 自動ログオン機能は、Windows 標準のログオン画面でのみ利用可能で、サードパーティ製のセキュリティソフト等が

表示する認証ダイアログでの自動ログオンには対応していません。 

29) Windows へのログオン時必ずユーザ名の入力が必要な設定の場合(つまり前回のログオンユーザが表示されない

設定の場合）には自動ログオンは利用できません。 

30) 自動ログオン機能は、ログオンする Windows ユーザが未ログオン状態でのみ利用可能です。  ログオン後のロック
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画面解除のためには利用できません。  

※Windows10 ではバージョンによっては、ログオン状態からログオフなしで再起動をすると、次の起動時に 

前回ユーザがログオン済みでロック状態になりますので、この場合自動ログオンが利用できません。再起動や 

シャットダウンの前に必ずログオフを行う運用にするか、OS 側の設定変更により対処してください。 

設定手順は WinShare クライアントのヘルプ「テンプレートの作成」を参照してください。 

31) 自動ログオンのため作成されたテンプレートはリモート PC 側に保持され、作成後はどのオペレーション PC からの

WinShare 接続でも自動ログオンが可能になります。 

32) テンプレート作成後にリモート PC のメインディスプレイの解像度を変更した場合、テンプレートを更新してください。テ

ンプレートを更新しない場合、自動ログオンが正常に動作しない場合があります。 

33) NAVIPAD(透明ボード)の文字入力で日本語が入力できない場合があります。その場合、以下の対処で入力が

可能になることがあります。 

 入力時、「Alt」+「半角/全角」キーを押す。 

 リモート PC が Windows10 バージョン 2004 以降、および Windows11 の場合、 「スタート」→「設定」で

「IME」を 検索し、検索結果から「日本語 IME の設定」を選択。「Microsoft IME」画面で「全般」を選択し、

次に表示される 「全般」画面内を下にスクロールし、 「以前のバージョンの Microsoft IME を使う」という項目を

オンに設定する。 

34) リモートデスクトップサービスが有効になっている Windows サーバに WinShare をインストールされる場合は、リモー

トデスクトップサービスのモードを一時的に「インストールモード」に変更する必要があります。変更されない場合には、

WinShare のインストールが「2B12」のエラーコードで失敗する場合があります。考慮の必要な環境かどうかの確認

方法および、対処方法を下に記載します。 

確認方法 

1. コマンドプロンプトを起動する。 

2. change user /query を実行する。 

3. 以下の 1 行のみ表示される場合は考慮の必要な環境です。 

アプリケーション実行モードは有効です。 

※2 行目に「リモート管理用に構成されたリモートデスクトップセッションホストサーバーにインストールモードは適

用できません。」と表示される場合は考慮の必要がない環境です。 

該当する場合には以下２つの何れかの手順にてインストールを実行してください。 

対処方法 1: コマンドラインから実行モードを変更する方法 

1. コマンドプロンプトを「管理者として実行」にて起動する。 

2. 以下のコマンドを実行しインストールモードに変更する。 

  change user /install 

3. WinShare のインストールを実施してください。※コマンドプロンプトから実行する必要はありません。 

4. インストールが完了したら、以下のコマンドを実行しアプリケーション実行モードに戻してください。 

  change user /execute 

対処方法 2: コントロールパネルのウィザードから実行する方法 

1. 「コントロールパネル」→「プログラム」→「リモートデスクトップサーバへのアプリケーションのインストール」を選択。 

2. 「フロッピーディスクまたは CD-ROM からのインストール」の画面が開きます。 

 「次へ」を押して、入力領域に WinShare のインストールメディアの「SETUP32I.exe」を指定してください。 
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3. 「次へ」ボタンを押すと WinShare のインストーラの画面が起動しますので、 以降は通常通り画面を進めて

ください。 

35) HTTPS 接続に関する注意事項 

 クリップボードデータの送信受信機能は、10MB 以下のデータサイズに限られます。 

 HTTPS 接続では、中継サーバ接続が利用できません。 

 中継サーバ経由で利用しているリモート PC に、WinShare クライアント HTTPS 版から接続した場合、次回中

継サーバ経由で接続するためには、リモート PC のサービス再起動が必要となります。 対象のサービスは以下のも

のです。 

・ESMPRO/CM CMIT service 

・WinShare Delivery Service 

・WinShare Remote Service 

※「WinShare Delivery Service」を再起動すると、他の２つのサービスも自動的に再起動を行います。 
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 制限事項 
 

特になし。 

  



60 

5. 障害発生時の情報採取について 
 

障害が発生した場合は、迅速な解析を行うため以下の情報の採取をお願いいたします。 
 

 オペレーション PC/リモート PC/中継 PC 共通 

・一括情報採取ツール(WSCLTLOG.exe)で採取した情報 

<WinShare インストールフォルダ>\Tools\wscltlog 配下にある一括情報採取ツール(WSCLTLOG.exe)を

実行して情報を採取してください。ツールの詳細は同フォルダにあるWSCLTLOG_readme.txtをご参照ください。 

・Windows エラー報告(WER)の出力するクラッシュダンプ（ユーザーダンプ） 

・どのような操作をした際に障害が発生したのかなどの操作手順 

・ハードウェア、OS の情報 
 

例: 
オペレーション PC 
           H/W:    PC-MK32MEZNG 
           CPU:    Intel(R) Core(TM) i5-4570 3.20GHz 
           Memory: 8GB 
           OS:     Windows 10 Pro (x64) 
リモート PC 
           H/W:    Express5800/GT110g 
           CPU:    Xeon E3-1220v3 3.10GHz 2 個 
           Memory: 32GB 
           OS:     Windows Server 2012 R2 Standard 
中継 PC 
           H/W:    Express5800/GT110g 
           CPU:    Xeon E3-1220v3 3.10GHz 2 個 
           Memory: 32GB 
           OS:     Windows Server 2012 R2 Enterprise 
 

   

 リモート PC 

障害に再現性がある場合、WinShare のインストールフォルダ配下にある winshare.cf ファイルに以下の 3 行を追加

して障害を再現させてください。指定したファイルに動作ログが出力されますので、それを採取してください。 

ログは winshare.cf ファイルを更新した瞬間から出力されます。採取が終わりましたら、追加した行を削除してください。 
 

--追加する行ここから-- 
 

DEV_LOG = 1 
DEV_LOG_TO = "c:\program files\winshare\devlog.txt" 
DEV_LOG_LIMIT = 0x2800000 
 

--追加する行ここまで— 
 

【説明】 
DEV_LOG = 1 とするとログを取得します。0では取得しません。 
DEV_LOG_TO = でログファイルのパス名を指定します。 
DEV_LOG_LIMIT = でログファイルのサイズ(バイト数)を指定します。 

かならず0x形式の16進数で指定してください。 
例えば、0x2800000 では40MBのログを残す設定となります。 
2MBで約30秒間の操作を記録できます。 
再現させる操作内容に合わせてサイズを指定してください。 

 

  



61 

6. 参考 
 

 通信経路上にファイアウォールが存在する場合に必要な設定 
 

リモート PC とオペレーション PC 間の通信経路上にファイアウォールが設置されている場合は、下記ポートの透過設定を行

ってください。なお、ご利用されている WinShare のバージョンやご利用用途によって透過設定が必要なポートが異なりま

すのでご注意ください。 

 

 

ここに記載している情報はデフォルト設定時のものになります。WinShare が利用するポートを変更して

いる場合は、変更後のポートを透過設定する必要があります。 

 

 

 オペレーション PC／リモート PC がともに V7.01 以降、プロキシサーバ経由で中継サーバを利用する場合に使

用するポート 
 

用途 オペレーション PC 
セッションの 

方向 ※1 
中継サーバ 

セッションの 

方向 ※ 
リモート PC 識別名 

リモート操作／ 

ファイル転送 

ANY  443 

/TCP

（※2） 

 ANY Connect Port 

      ※1 セッションの方向 

           : オペレーション PC から中継サーバに対してセッションを張ります。 

           : リモート PC から中継サーバに対してセッションを張ります。 

      ※2 

       ・<インストールセット格納フォルダ>\WinShare\delivery.cf に「LISTEN_PORT=443」の追記が必要。 

       ・プロキシサーバがポート 31300 による通信が可能の設定になっている場合、31300 の使用も可。 

 

 オペレーション PC／リモート PC がともに V7.0 以降で中継サーバを利用する場合に使用するポート 
 

用途 オペレーション PC 
セッションの 

方向 ※1 
中継サーバ 

セッションの 

方向 ※ 
リモート PC 識別名 

リモート操作／ 

ファイル転送 

ANY  31300 

/TCP 

 ANY Connect Port 

      ※1 セッションの方向 

           : オペレーション PC から中継サーバに対してセッションを張ります。 

           : リモート PC から中継サーバに対してセッションを張ります。 
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 オペレーション PC／リモート PC がともに V6.1 以降の場合に使用するポート 
 

用途 オペレーション PC 
セッションの 

方向 ※1 
リモート PC 識別名 

リモート操作／ 

ファイル転送 

ANY  31300/TCP Connect Port 

電源制御(AMT) ANY  16992/TCP AMT 

      ※1 セッションの方向 

           : オペレーション PC からリモート PC に対してセッションを張ります。 
 

 オペレーション PC／リモート PC がともに V6.01、もしくは V6.01 と V6.1 以降の組み合わせの場合に使用す

るポート 
 

用途 オペレーション PC 
セッションの 

方向 ※1 
リモート PC 識別名 

リモート操作 ANY  5025/TCP Client to 

Manager 

ANY  5027/TCP Client to 

Server 1 

ANY  5028/TCP Client to 

Server 2 

ファイル転送 ANY  3000/TCP CMIT API 

ANY  4935/TCP CMIT WSFT1 

ANY  5935/TCP ※2 CMIT WSFT2 

電源制御(AMT) ANY  16992/TCP AMT 

      ※1 セッションの方向 

           : オペレーション PC からリモート PC に対してセッションを張ります。 

      ※2 リモート PC が Ver6.1 以降の場合は使用しません。 
 

 オペレーション PC／リモート PC のどちらかが V6.00 以前の場合に使用するポート 
 

用途 オペレーション PC 
セッションの 

方向 ※1 
リモート PC 識別名 

リモート操作 ANY  5025/TCP Client to 

Manager 

ANY  5027/TCP Client to 

Server 1 

ANY  5028/TCP Client to 

Server 2 

ファイル転送 ANY  3000/TCP CMIT API 

ANY  4935/TCP CMIT WSFT1 
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ANY  5935/TCP ※2 CMIT WSFT2 

4935/TCP  ANY CMIT WSFT1 

電源制御(AMT) ANY  16992/TCP AMT 

      ※1 セッションの方向 

           : オペレーション PC からリモート PC に対してセッションを張ります。 

           : リモート PC からオペレーション PC に対してセッションを張ります。 

      ※2 リモート PC が Ver6.1 以降の場合は使用しません。 
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 Windows ファイアウォール利用時に必要な設定 
 

Windows ファイアウォール経由の通信を許可するアプリに手作業で WinShare の情報を追加する必要がある際は、以

下の記載を参考に作業を行ってください。 

 

6.2.1. 通信を許可するプログラムを設定する場合 
 

 

WinShare のデフォルトのインストールフォルダは以下の通りです。 

32bit システム: C:\Program Files\WinShare 

64bit システム: C:\Program Files (x86)\WinShare 

 

 オペレーション PC／リモート PC がともに V6.1 以降の場合 
 

・ オペレーション PC で通信を許可するプログラム  

なし 
 

・ リモート PC で通信を許可するプログラム  

1. <WinShare インストールフォルダ>\wsdelivery.exe 
 

・ 中継サーバで通信を許可するプログラム(V7.0 以降で中継サーバを利用する場合のみ) 

1. <WinShare インストールフォルダ>\wsdelivery.exe 
 

 オペレーション PC／リモート PC がともに V6.01、もしくは V6.1 以降と V6.01 の組み合わせの場合 
 

・ オペレーション PC で通信を許可するプログラム  

なし 
 

・ リモート PC で通信を許可するプログラム  

 V6.1 以降  

1. <WinShare インストールフォルダ>\wsdelivery.exe  
 

 V6.01  

1. <WinShare インストールフォルダ>\wsmanager.exe  

2. <WinShare インストールフォルダ>\wsserver.exe  

3. <WinShare インストールフォルダ>\ESMPROWSR\Bin\CMIT.exe ※ 

4. <WinShare インストールフォルダ>\ESMPROWSR\Bin\LGONCMIT.exe ※ 
 

※ 同じマシン内に WinShare オペレーションもインストールしていると、上記 3 と 4 のファイルが存在しない

場合があります。その際は以下のプログラムの通信を許可してください。 

<WinShare インストールフォルダ>\ESMPROWSO\Bin\CMIT.exe 

<WinShare インストールフォルダ>\ESMPROWSO\Bin\LGONCMIT.exe 
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 オペレーション PC／リモート PC のどちらかが V6.00 以前の場合 
 

・ オペレーション PC で通信を許可するプログラム  

 V6.1 以降  

1. <WinShare インストールフォルダ>\wsdelivery.exe 
 

 V6.01 以前  

1. <WinShare インストールフォルダ>\ESMPROWSO\Bin\CMIT.exe ※ 
 

※ 同じマシン内に WinShare オペレーションもインストールしていると、上記 1 のファイルが存在しない場合

があります。その際は以下のプログラムの通信を許可してください。 

<WinShare インストールフォルダ>\ESMPROWSR\Bin\CMIT.exe 
 

・ リモート PC で通信を許可するプログラム  

 V6.1 以降 

1. <WinShare インストールフォルダ>\wsdelivery.exe 
 

 V6.01 以前 

1. <WinShare インストールフォルダ>\wsmanager.exe  

2. <WinShare インストールフォルダ>\wsserver.exe  

3. <WinShare インストールフォルダ>\ESMPROWSR\Bin\CMIT.exe ※ 

4. <WinShare インストールフォルダ>\ESMPROWSR\Bin\LGONCMIT.exe ※ 
 

※ 同じマシン内に WinShare オペレーションもインストールしていると、上記 3 と 4 のファイルが存在しない

場合があります。その際は以下のプログラムの通信を許可してください。 

<WinShare インストールフォルダ>\ESMPROWSO\Bin\CMIT.exe 

<WinShare インストールフォルダ>\ESMPROWSO\Bin\LGONCMIT.exe 
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6.2.2. 通信を許可するポートを設定する場合 
 

プログラムではなく、通信を許可するポートを指定する場合には、オペレーション PC、リモート PC のそれぞれで下記ポートの

通信を許可してください。 

 

 

ここに記載している情報はデフォルト設定時のものになります。WinShare が利用するポートを変更して

いる場合は、変更後のポートを透過設定する必要があります。 

 
 

 オペレーション PC／リモート PC がともに V6.1 以降の場合 
 

・ オペレーション PC で通信を許可するポート 

なし 
 

・ リモート PC で通信を許可するポート 

1. 31300/TCP(Connect Port) 
 

・ 中継サーバで通信を許可するポート(V7.0 以降で中継サーバを利用する場合のみ) 

1. 31300/TCP(Connect Port) 

2.  

 オペレーション PC／リモート PC がともに V6.01、もしくは V6.1 以降と V6.01 の組み合わせの場合 
 

・ オペレーション PC で通信を許可するポート 

なし 
 

・ リモート PC で通信を許可するポート 

 V6.1 以降  

1. 3000/TCP(CMIT API) 

2. 4935/TCP(CMIT WSFT1) 

3. 5025/TCP(Client to Manager) 

4. 5027/TCP(Client to Server1) 

5. 5028/TCP(Client to Server2) 
 

 V6.01  

1. 3000/TCP(CMIT API) 

2. 4935/TCP(CMIT WSFT1) 

3. 5025/TCP(Client to Manager) 

4. 5027/TCP(Client to Server1) 

5. 5028/TCP(Client to Server2) 

6. 5935/TCP(CMIT WSFT2) 
 

 オペレーション PC／リモート PC のどちらかが V6.00 以前の場合 
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・ オペレーション PC で通信を許可するポート 

 V6.00 以前  

1. 4935/TCP(CMIT WSFT1) 
 

・ リモート PC で通信を許可するポート 

 V6.1 以降 

1. 3000/TCP(CMIT API) 

2. 4935/TCP(CMIT WSFT1) 

3. 5025/TCP(Client to Manager) 

4. 5027/TCP(Client to Server1) 

5. 5028/TCP(Client to Server2) 
 

 V6.01 以前 

1. 3000/TCP(CMIT API) 

2. 4935/TCP(CMIT WSFT1) 

3. 5025/TCP(Client to Manager) 

4. 5027/TCP(Client to Server1) 

5. 5028/TCP(Client to Server) 

6. 5935/TCP(CMIT WSFT2) 
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 Ctrl+Alt+Del 送信を利用する際に必要な設定 
 

リモート PC が Windows Vista、Windows Server 2008 以降の場合、システム標準のポリシー設定では、オペレー

ション PC から Ctrl+Alt+Del 送信を行ってもリモート PC で Ctrl+Alt+Del が再現されません。 
 

WinShare V6.2 以降のセットアップではインストール時にシステムのポリシー設定の変更を自動で行うことが可能ですが、 

「3.1.2 WinShare リモート」のインストール手順 ⑥ にて、「WinShare による Ctrl+Alt+Del の発生を許可する」

にチェックを付けなかった場合など、手作業でシステムのポリシー設定の変更を行う場合は、以下の記載を参考に作業を行

ってください。 
 

1. リモート PC にて「ローカル グループ ポリシー エディター」(“gpedit.msc”)を起動 

2. 「コンピューターの構成」→「管理用テンプレート」→「Windows コンポーネント」→「Windows ログオンのオプシ

ョン」→「ソフトウェアの Secure Attention Sequence を無効または有効にする」を開き、「有効」を選択 

3. オプションの「Secure Attention Sequence の生成が許可されるソフトウェアを設定する」にて、一覧から「サー

ビス」を選択 

4. 「OK」ボタンを押下 

 

 

「3.1.2 WinShare リモート」のインストール手順 ⑥ にて、「WinShare による Ctrl+Alt+Del の

発生を許可する」にチェックを付けた場合、システムのポリシー設定は変更されています(ソフトウェアの 

Secure Attention Sequence は有効になっています)が、「ローカル グループ ポリシー エディター」の

「ソフトウェアの Secure Attention Sequence を無効または有効にする」では、「未構成」、または

「無効」が選択されている場合があります。 
 

WinShare のアンインストール時などにシステムのポリシー設定を元に戻す場合は、「ソフトウェアの 

Secure Attention Sequence を無効または有効にする」にて「無効」を選択し、[OK]ボタンを押下

してください。 

 

なお、リモート PC がドメインに参加しており、ドメインのポリシー設定にて動作している場合は、ドメインのポリシー設定を変

更する必要があります(ドメインのポリシー設定の方がシステムのポリシー設定より優先度が高いためです)。ドメインのポリシ

ー設定を変更する場合は、以下の記載を参考に作業を行ってください。 
 

1. 「グループ ポリシーの管理」(“gpmc.msc”)が利用できるマシンにドメイン管理者でログオン 

2. 「グループ ポリシーの管理」(“gpmc.msc”)を起動 

3. 「グループ ポリシーの管理」から対象のドメインを選択し、該当するグループ ポリシー オブジェクトを右クリックして

「編集」を選択 

4. 「コンピューターの構成」→「管理用テンプレート」→「Windows コンポーネント」→「Windows ログオンのオプシ

ョン」→「ソフトウェアの Secure Attention Sequence を無効または有効にする」を開き、「有効」を選択 

5. オプションの「Secure Attention Sequence の生成が許可されるソフトウェアを設定する」にて、一覧から「サー

ビス」を選択 

6. 「OK」ボタンを押下 

7. リモート PC を再起動 
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リモート PC が Windows Vista、Windows Server 2008 以降で、ユーザー アカウント制御の設定

を既定値から変更(「通知しない」に設定)している場合も Ctrl+Alt+Del 送信が使用できない場合が

あります。Ctrl+Alt+Del 送信が使用できない場合は、以下の通りユーザー アカウント制御の設定を変

更してください。 
 

1. リモート PC にて「コントロール パネル」を表示 

2. 「ユーザー アカウント」→「ユーザー アカウント制御設定の変更」を選択 

3. 左側に表示されるスライダーを一番下の「通知しない」より上に設定 

4. 「OK」ボタンを押下  
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 Intel Active Management Technology(Intel AMT)のプロビジョニン

グ設定例 
 

Intel AMT のプロビジョニング(事前設定)例を示します。ただし、プロビジョニング方法は、PC の機種、AMT のバージョン、

設定ツールのバージョンによって異なります。この例の通りに設定しても正常に動作しない場合があります。その場合は、各

PC のマニュアル、インテル社から公開されている情報を参照して、正しく設定を行ってください。 
 

プロビジョニング方法には、インテル社が提供しているツールを使用する方法と、拡張 BIOS(MEBx)を直接操作して設定

する方法の 2 通りの方法があります。この項ではインテル社が提供する、Intel AMT SCS(Setup and Configuration 

Software)および USB メモリを用いた設定方法を説明します。拡張 BIOS を直接操作する方法につきましては、各 PC

のマニュアルを参照してください。 

 

 Intel AMT SCS について 

Intel AMT SCS を用意してください。このソフトウェアは AMT に対してプロビジョニングを行うためのツールです。このツ

ールは、ダウンロードしたファイルを任意のフォルダに展開すれば、インストールなどは不要です。ダウンロードは以下の

URL から行うことが可能です。 
 

https://downloadcenter.intel.com/Detail_Desc.aspx?agr=Y&DwnldID=20921 

 

 USB Key を使用してプロビジョニングを行う方法 

Intel AMT SCS は 6.0 以降から USB Key を使用したプロビジョニングがサポートされています。ここでは USB Key

を使用したプロビジョニング手順について説明します。 
 

1) 展開したフォルダ配下の Intel AMT SCS フォルダ内の ACU_Wizard に移動してください。フォルダ内の

“ACUWizard.exe”を右クリックし、「管理者で実行」を選択してください。この時、変更を許可するかどうかを聞かれ

ますが、「はい」を選択してください。 
 

2) 「Intel AMT Configuration Utility」ダイアログが表示されたら、「Configure/Unconfigure this System」

(現在のシステムを対象とした構成)をクリックしてください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 注意 1 

2)で、管理者として実行していない場合は、以下の図のようなメッセージが表示されます。「OK」を押して現在

表示されているダイアログを閉じ、“ACUWizard.exe”を管理者で実行し直してください。 
 



71 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 注意 2 

下記の画面のようなメッセージが表示されたら、お使いのマシンに Intel AMT のドライバがインストールされていま

せん。そのため、SCS を用いてのプロビジョニングを行えません。vPro 搭載のマシンかどうかを確かめたのち、使用

している PC のメーカに問い合わせ、ドライバをインストールしてください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3) 「Configuration Options」画面が開かれますので、「Configure via a USB key」を選択して、画面下部の

「Next」ボタンを押してください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 備考 

画面右下の「System Info...」をクリックすると、以下のような画面が表示され、現在お使いのマシンの Intel 

AMT の構成状態/バージョン情報/UUID/リモートコントロールのサポート状態が確認できます。 
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4) 「Configuration via USB key」画面が開かれたら、「New password(mandatory)」に Intel AMT に設定

するパスワードを入力してください。この時、入力するパスワードには以下の制約があります。 
 

・ 8～32 文字以内であること 

・ 半角英字(大文字小文字)、半角数字、記号が全て使用されていること 
 

例)P@$$Word1234 
 

入力したパスワードは「Confirm password」で再度入力してください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 備考 

ネットワークの設定を行いたい場合は「Display advanced settings」をチェックすると、ネットワークの設定が

行えるようになります。 
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5) 「Power Settings」では、Intel AMT による制御を行う電源状態を設定します。 

Always On(S0-S5) … システムが電源に接続されている状態であれば、Intel AMT による制御が可能です。 

                      こちらを選択してください。 

Host is On(S0) … システムが動作している状態であれば、Intel AMT による制御が可能です。 
 

6) 「Network Settings」では Hostname/Domain name の設定を行うことができます。デフォルトの設定では、

DHCP によって自動的に IP アドレスを割り振る設定になっています。設定された IP アドレスを確認するためには、構

成完了後に Web UI(http://localhost:16992/)にアクセスするなどしなければなりません。 

手動で IP/Subnet mask/Gateway/Primary DNS/Secondary DNS を設定する場合は、「DHCP Enable」

のチェックを外し、各項目に値を設定してください。値を入力したら画面下部の「Next」ボタンを押してください。 
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7) 「Create Configuration USB Key」画面が開かれたら、Key ファイルを格納するUSB Driveを選択し、「Next」

ボタンを押してください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8) 「Next」ボタンを押すと、以下の画面が表示されます。USB Drive に格納している情報は全て削除されるので注意

してください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

処理を続けるには、「Yes」ボタンを押してください。 
 

9) 「USB Key」の作成が完了すると、「USB Key Ready」画面が表示されます。 

「Finish」ボタンを押して USB Key の作成を完了してください。 
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10) 作成した「USB Key」のみをシステムに接続し、システムを再起動してください。USB Key から起動させる必要があ

りますので、BIOS の設定で、USB ドライブの起動対象優先順位を一番高くしておいてください。再起動時に以下

のメッセージがスクリーンに表示されます。 
 

Found USB Key for provisioning 

Continue with Auto Provisioning (Y/N) 
 

“Y”キーを押し、その後“Enter”キーを押してください。AMT の設定が行われ、次のメッセージがスクリーンに表示さ

れます。 
 

Configuration settings for the USB file were successfully applied 

Press any key to continue with system boot... 
 

USB Key をシステムから取り除き、何かキーを押してください。システムは再起動します。 
 

以上で、USB Key を使用したプロビジョニングは完了です。 

 

 Windows 上でプロビジョニングを行う方法(初回) 
 

Intel AMT SCS は 7.0 以降から Windows 上でのプロビジョニングのサポートが開始されました。ここでは Windows

上でのプロビジョニング手順について説明します。 
 

1) 展開したフォルダ配下の Intel AMT SCS フォルダ内の ACU_Wizard に移動してください。フォルダ内

“ACUWizard.exe”を右クリックし、管理者で実行を選択し実行してください。この時、変更を許可するかどうかを聞

かれますが、「はい」を選択してください。 
 

2) 「Intel AMT Configuration Utility」ダイアログが表示されたら、「Configure/Unconfigure this System」

(現在のシステムを対象とした構成)をクリックしてください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 注意 1 

2)で、管理者として実行していない場合は以下の図のようなメッセージが表示されます。「OK」を押して現在表

示されているダイアログを閉じて、“ACUWizard.exe”を管理者で実行し直してください。 
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※ 注意 2 

下記の画面のようなメッセージが表示されたら、お使いのマシンに Intel AMT のドライバがインストールされていま

せん。そのため、SCS を用いてのプロビジョニングを行えません。vPro 搭載のマシンかを確かめたのち、使用してい

る PC のメーカに問い合わせ、ドライバをインストールしてください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3) 「Configuration Options」画面が開かれます。「Configure via Windows」(Windows での構成)を選択し、

画面下部の「Next」ボタンを押してください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 備考 

画面右下の「System Info...」をクリックすると、以下のような画面が表示され、現在お使いのマシンの Intel 

AMT の構成状態/バージョン情報/UUID/リモートコントロールのサポート状態が確認できます。 
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4) 「Configuration via Windows」画面が開かれたら、「New password(mandatory)」に Intel AMT に設定

するパスワードを入力してください。この時、入力するパスワードには、以下の制約があります。 
 

・ 8～32 文字以内であること 

・ 半角英字(大文字小文字)、半角数字、記号が全て使用されていること 
 

例)P@$$Word1234 
 

入力したパスワードは「Confirm password」で再度入力してください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 備考 

ネットワークの設定を行いたい場合は画面左下の「Override default setting」にチェックをすると「Network 

Setting」がアクティブになり、ネットワークの設定が行えるようになります。 
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5) 「Network Settings」画面では FQDN(完全修飾ドメイン名)/IP アドレス/DNS の 3 つの項目について設定を行

うことができます。初期設定では以下の画面のような設定となっています。基本設定のままでは、DHCP から自動的

に IP アドレスが割り振られ、設定された IP アドレスを確認するためには、構成完了後に Web UI 

(http://localhost:16992/)にアクセスするなどしなければなりません。 

IP アドレスを自由に設定することもできますが、使用しているマシンの IP アドレスの設定をそのまま AMT の IP アドレ

スとして設定することもできます。IP アドレスを自由に設定したい場合は「Use the following settings」を選択し、

IP アドレスとサブネットマスクを入力してください。使用中のマシンの設定をそのまま反映させたい場合は「Use the 

same IP as the host(from static IP only)」を選択してください。 
 

※ 注意 

「Use the same IP as the host(from static IP only)」を選択するとき、IPv4/IPv6 のどちらも固定 IP

を設定している必要があります。どちらか一方のみに固定 IP を設定している状態では、構成時にエラーとなりま

す。エラー回避の方法として、固定 IP を設定していないものを「無効」にしてください。 
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6) 「Configuration via Windows」画面での設定が終わったら「Next」を押して、次の「Profile Encryption」(プロ

ファイル暗号化)画面へと移動してください。この画面では構成情報を保存する XML ファイルの暗号化に使用するパ

スワードを設定してください。パスワードの制約は前述の Intel AMT に設定するパスワードのものと同じです。 
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7) 入力項目を全て埋めたら、画面右下の「Configure」がアクティブになるので、押してください。そうするとプロビジョニン

グが始まります。下図のような画面が表示されれば、正常にプロビジョニングが完了しています。「Finish」を押し、画

面を終了してください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

構成中に下図のようなエラーメッセージが表示された場合には、PC の IP アドレスの設定を見直してから、構成を再度

行ってください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Windows 上でプロビジョニングを行う方法(二回目以降) 
 

1) “ACU_Wizard.exe”を右クリックし、「管理者として実行」をクリックしてください。「Intel AMT Configuration 

Utility」ダイアログが表示されますので、「Configure/Unconfigure this System」(現在のシステムを対象とした

構成)をクリックしてください。 
 

2) 「Configure via Windows」を選択し、「Next」をクリックしてください。 

以下のような画面が表示されます。前回の構成設定を引き継いだ構成を行う場合には、前回の構成時に XML の

暗号化のために設定したパスワードを入力してください。前回の設定を引き継がず、最初から構成設定を行う場合は、

「Overwrite」(上書き)を選択してください。 
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7. ライセンス 
 

本ソフトウェアは日本電気株式会社が開発した製品です。本ソフトウェアの使用に当たっては、本製品に添付されておりま

す、「ソフトウェアのご使用条件」に準拠いただきますようお願いいたします。 

 

本ソフトウェアでは、下記のオープンソースソフトウェアを使用しています。 

それぞれについて、関係する著作権、ライセンス文、免責事項などを後述します。 

・MD5 message-digest algorithm 

・FreeBSD 

・OpenCV 

・Captura 

・Zstandard (zstd) 

 

 MD5 message-digest algorithm 
 

本製品のパスワードの暗号化には RSA Data Security, Inc. の MD5 message-digest algorithm を使用し

ています。 
 

Copyright (C) 1991-2, RSA Data Security, Inc. Created 1991. All rights reserved. 
 

License to copy and use this software is granted provided that it is identified as the "RSA 

Data Security, Inc. MD5 Message-Digest Algorithm" in all material mentioning or referencing 

this software or this function. 
 

License is also granted to make and use derivative works provided that such works are 

identified as "derived from the RSA Data Security, Inc. MD5 Message-Digest Algorithm" in all 

material mentioning or referencing the derived work. 
 

RSA Data Security, Inc. makes no representations concerning either the merchantability of 

this software or the suitability of this software for any particular purpose. It is provided "as 

is" without express or implied warranty of any kind. 
 

These notices must be retained in any copies of any part of this documentation and/or 

software. 

 

 FreeBSD 
 

本製品には、カルフォルニア大学およびそのコントリビュータによって開発され、下記の使用条件とともに配付されている 

FreeBSD の一部が含まれています。 
 

All of the documentation and software included in the 4.4BSD and 4.4BSD-Lite Releases is 

copyrighted by The Regents of the University of California. 
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Copyright 1979, 1980, 1983, 1986, 1988, 1989, 1991, 1992, 1993, 1994 The Regents of the 

University of California. All rights reserved. 

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are 

permitted provided that the following conditions are met: 
 

1. Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list of conditions 

and the following disclaimer. 

2. Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of 

conditions and the following disclaimer in the documentation and/or other materials provided 

with the distribution. 

3. All advertising materials mentioning features or use of this software must display the 

following acknowledgement: This product includes software developed by the University of 

California, Berkeley and its contributors. 

4. Neither the name of the University nor the names of its contributors may be used to 

endorse or promote products derived from this software without specific prior written 

permission. 
 

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE REGENTS AND CONTRIBUTORS ``AS IS'' AND ANY 

EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED 

WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE 

DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE REGENTS OR CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY 

DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES 

(INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; 

LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND 

ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT 

(INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS 

SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE. 
 

The Institute of Electrical and Electronics Engineers and the American National Standards 

Committee X3, on Information Processing Systems have given us permission to reprint 

portions of their documentation. 
 

In the following statement, the phrase "this text'' refers to portions of the system 

documentation. 
 

Portions of this text are reprinted and reproduced in electronic form in the second BSD 

Networking Software Release, from IEEE Std 1003.1-1988, IEEE Standard Portable Operating 

System Interface for Computer Environments (POSIX), copyright C 1988 by the Institute of 

Electrical and Electronics Engineers, Inc. In the event of any discrepancy between these 

versions and the original IEEE Standard, the original IEEE Standard is the referee document. 
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In the following statement, the phrase "this material'' refers to portions of the system 

documentation. 
 

This material is reproduced with permission from American National Standards Committee 

X3, on Information Processing Systems. Computer and Business Equipment 
 

Manufacturers Association (CBEMA), 311 First St., NW, Suite 500, Washington, DC 20001-

2178. The developmental work of Programming Language C was completed by the X3J11 

Technical Committee. 
 

The views and conclusions contained in the software and documentation are those of the 

authors and should not be interpreted as representing official policies, either expressed or 

implied, of the Regents of the University of California. 
 

 

 OpenCV 

By downloading, copying, installing or using the software you agree to this license. 

If you do not agree to this license, do not download, install, 

copy or use the software. 

 

                          License Agreement 

               For Open Source Computer Vision Library 

                       (3-clause BSD License) 

 

Copyright (C) 2000-2020, Intel Corporation, all rights reserved. 

Copyright (C) 2009-2011, Willow Garage Inc., all rights reserved. 

Copyright (C) 2009-2016, NVIDIA Corporation, all rights reserved. 

Copyright (C) 2010-2013, Advanced Micro Devices, Inc., all rights reserved. 

Copyright (C) 2015-2016, OpenCV Foundation, all rights reserved. 

Copyright (C) 2015-2016, Itseez Inc., all rights reserved. 

Copyright (C) 2019-2020, Xperience AI, all rights reserved. 

Third party copyrights are property of their respective owners. 

 

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, 

are permitted provided that the following conditions are met: 

 

  * Redistributions of source code must retain the above copyright notice, 

    this list of conditions and the following disclaimer. 

 

  * Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, 
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    this list of conditions and the following disclaimer in the documentation 

    and/or other materials provided with the distribution. 

 

  * Neither the names of the copyright holders nor the names of the contributors 

    may be used to endorse or promote products derived from this software 

    without specific prior written permission. 

 

This software is provided by the copyright holders and contributors "as is" and 

any express or implied warranties, including, but not limited to, the implied 

warranties of merchantability and fitness for a particular purpose are disclaimed. 

In no event shall copyright holders or contributors be liable for any direct, 

indirect, incidental, special, exemplary, or consequential damages 

(including, but not limited to, procurement of substitute goods or services; 

loss of use, data, or profits; or business interruption) however caused 

and on any theory of liability, whether in contract, strict liability, 

or tort (including negligence or otherwise) arising in any way out of 

the use of this software, even if advised of the possibility of such damage. 

 

 Captura 

The MIT License 

 

(c) Copyright 2018 Mathew Sachin. 

 

Permission is hereby granted, free of charge, to any person obtaining a copy of this software 

and associated documentation files (the "Software"), to deal in the Software without 

restriction, including without limitation the rights to use, copy, modify, merge, publish, 

distribute, sublicense, and/or sell copies of the Software, and to permit persons to whom the 

Software is furnished to do so, subject to the following conditions: 

 

The above copyright notice and this permission notice shall be included in all copies or 

substantial portions of the Software. 

 

THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS", WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EXPRESS OR 

IMPLIED, INCLUDING BUT NOT LIMITED TO THE WARRANTIES OF MERCHANTABILITY, 

FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE AND NONINFRINGEMENT. IN NO EVENT SHALL THE 

AUTHORS OR COPYRIGHT HOLDERS BE LIABLE FOR ANY CLAIM, DAMAGES OR OTHER 

LIABILITY, WHETHER IN AN ACTION OF CONTRACT, TORT OR OTHERWISE, ARISING FROM, 

OUT OF OR IN CONNECTION WITH THE SOFTWARE OR THE USE OR OTHER DEALINGS IN 

THE SOFTWARE. 
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 Zstandard (zstd) 

BSD License 

 

For Zstandard software 

 

Copyright (c) 2016-present, Facebook, Inc. All rights reserved. 

 

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, 

are permitted provided that the following conditions are met: 

 

 * Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this 

   list of conditions and the following disclaimer. 

 

 * Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, 

   this list of conditions and the following disclaimer in the documentation 

   and/or other materials provided with the distribution. 

 

 * Neither the name Facebook nor the names of its contributors may be used to 

   endorse or promote products derived from this software without specific 

   prior written permission. 

 

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE COPYRIGHT HOLDERS AND CONTRIBUTORS "AS IS" AND 

ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED 

WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE 

DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE COPYRIGHT HOLDER OR CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR 

ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES 

(INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; 

LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON 

ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT 

(INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS 

SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE. 


